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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被監視者における所定の行動を検知して通報するセンサ装置と、所定の情報を表示する
表示装置と、前記センサ装置および前記表示装置それぞれと通信可能に接続され、前記セ
ンサ装置で検知した検知結果の通報を前記センサ装置から受信して前記表示装置へ前記検
知結果を通報する中央処理装置とを備える被監視者監視システムの前記表示装置であって
、
　通信を行う通信部と、
　表示を行う表示部と、
　前記表示部に表示されている表示内容を切り換える切換指示入力を受け付ける入力部と
、
　前記中央処理装置から通報された前記検知結果を前記表示部に表示する表示処理部とを
備え、
　前記表示処理部は、前記通信部を介して前記検知結果の通報を新たに受信した場合、前
記表示部に表示されている既存の表示内容を維持し、前記新たに受信した前記検知結果の
存在を表す符号を前記表示部にさらに表示し、前記入力部で前記切換指示入力を受け付け
た場合に、前記新たに受信した前記検知結果を前記表示部に表示し、
　前記入力部は、前記被監視者に対し実際に対応する意思がある旨の対応意思入力をさら
に受け付け、
　前記表示処理部は、前記入力部で前記対応意思入力を受け付けた場合に、前記被監視者
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に対し前記対応意思入力を受け付けた旨を通知するための対応通知通信信号を前記通信部
から前記中央処理装置へ送信し、対応意思を受け付けた被監視者の検知結果を表示させな
いための対応不要通知通信信号を受信した場合に、前記受信した対応不要通知通信信号に
かかる被監視者の検知結果を前記表示部に表示しない、
　表示装置。
【請求項２】
　前記表示処理部は、前記入力部で前記対応意思入力を受け付けた場合に、前記対応意思
を受け付けた被監視者の検知結果を前記表示部に表示しない、
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記表示部および前記入力部は、タッチパネルを構成し、
　前記切換指示入力は、前記タッチパネルに対し一方方向に沿って行われる第１フリック
および前記タッチパネルに対し前記一方方向の逆方向である他方方向に沿って行われる第
２フリックであり、
　前記表示処理部は、前記タッチパネルに対し前記第１フリックが行われた場合に、前記
表示部に表示される前記検知結果を古い方から新しい方へ向かう順方向で切り換えて前記
表示部に表示し、前記タッチパネルに対し前記第２フリックが行われた場合に、前記表示
部に表示される前記検知結果を前記新しい方から前記古い方へ向かう逆方向で切り換えて
前記表示部に表示する、
　請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　被監視者における所定の行動を検知して通報するセンサ装置と、所定の情報を表示する
表示装置と、前記センサ装置および前記表示装置それぞれと通信可能に接続され、前記セ
ンサ装置で検知した検知結果の通報を前記センサ装置から受信して前記表示装置へ前記検
知結果を通報する中央処理装置とを備える被監視者監視システムの前記表示装置であって
、
　通信を行う通信部と、
　表示を行う表示部と、
　前記表示部に表示されている表示内容を切り換える切換指示入力を受け付ける入力部と
、
　前記中央処理装置から通報された前記検知結果を前記表示部に表示する表示処理部とを
備え、
　前記表示処理部は、前記通信部を介して前記検知結果の通報を新たに受信した場合、前
記表示部に表示されている既存の表示内容を維持し、前記新たに受信した前記検知結果の
存在を表す符号を前記表示部にさらに表示し、前記入力部で前記切換指示入力を受け付け
た場合に、前記新たに受信した前記検知結果を前記表示部に表示し、
　前記表示処理部は、前記中央処理装置を介して複数のセンサ装置それぞれから前記検知
結果の通報を受信し、前記複数の検知結果をセンサ装置ごとにグループ化し、前記複数の
検知結果をグループごとに順次に前記表示部に表示する、
　表示装置。
【請求項５】
　被監視者における所定の行動を検知して通報するセンサ装置と、所定の情報を表示する
表示装置と、前記センサ装置および前記表示装置それぞれと通信可能に接続され、前記セ
ンサ装置で検知した検知結果の通報を前記センサ装置から受信して前記表示装置へ前記検
知結果を通報する中央処理装置とを備える被監視者監視システムの前記表示装置であって
、
　通信を行う通信部と、
　表示を行う表示部と、
　前記表示部に表示されている表示内容を切り換える切換指示入力を受け付ける入力部と
、
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　前記中央処理装置から通報された前記検知結果を前記表示部に表示する表示処理部とを
備え、
　前記表示処理部は、前記通信部を介して前記検知結果の通報を新たに受信した場合、前
記表示部に表示されている既存の表示内容を維持し、前記新たに受信した前記検知結果の
存在を表す符号を前記表示部にさらに表示し、前記入力部で前記切換指示入力を受け付け
た場合に、前記新たに受信した前記検知結果を前記表示部に表示し、
　前記表示処理部は、前記中央処理装置を介して複数の検知結果の通報を受信し、前記複
数の検知結果を、前記所定の行動の種別に応じて予め設定された重要度ごとにグループ化
し、前記複数の検知結果をグループごとに順次に前記表示部に表示する、
　表示装置。
【請求項６】
　被監視者における所定の行動を検知して通報するセンサ装置と、所定の情報を表示する
表示装置と、前記センサ装置および前記表示装置それぞれと通信可能に接続され、前記セ
ンサ装置で検知した検知結果の通報を前記センサ装置から受信して前記表示装置へ前記検
知結果を通報する中央処理装置とを備える被監視者監視システムの表示方法であって、
　通信部で通信を行う通信工程と、
　表示部に表示を行う表示工程と、
　前記表示部に表示されている表示内容を切り換える切換指示入力を入力部で受け付ける
入力工程と、
　前記中央処理装置から通報された前記検知結果を前記表示部に表示する表示処理工程と
を備え、
　前記表示処理工程は、前記通信部を介して前記検知結果の通報を新たに受信した場合、
前記表示部に表示されている既存の表示内容を維持し、前記新たに受信した前記検知結果
の存在を表す符号を前記表示部にさらに表示し、前記入力部で前記切換指示入力を受け付
けた場合に、前記新たに受信した前記検知結果を前記表示部に表示し、
　前記入力工程は、前記被監視者に対し実際に対応する意思がある旨の対応意思入力をさ
らに受け付け、
　前記表示処理工程は、前記入力工程で前記対応意思入力を受け付けた場合に、前記被監
視者に対し前記対応意思入力を受け付けた旨を通知するための対応通知通信信号を前記通
信部から前記中央処理装置へ送信し、対応意思を受け付けた被監視者の検知結果を表示さ
せないための対応不要通知通信信号を受信した場合に、前記受信した対応不要通知通信信
号にかかる被監視者の検知結果を前記表示部に表示しない、
　表示方法。
【請求項７】
　被監視者における所定の行動を検知して通報するセンサ装置と、所定の情報を表示する
表示装置と、前記センサ装置および前記表示装置それぞれと通信可能に接続され、前記セ
ンサ装置で検知した検知結果の通報を前記センサ装置から受信して前記表示装置へ前記検
知結果を通報する中央処理装置とを備える被監視者監視システムであって、
　前記表示装置は、請求項１ないし請求項５のいずれか１項に記載の表示装置である、
　被監視者監視システム。
【請求項８】
　被監視者における所定の行動を検知して通報するセンサ装置と、所定の情報を表示する
表示装置と、前記センサ装置および前記表示装置それぞれと通信可能に接続され、前記セ
ンサ装置で検知した検知結果の通報を前記センサ装置から受信して前記表示装置へ前記検
知結果を通報する中央処理装置とを備える被監視者監視システムの表示方法であって、
　通信部で通信を行う通信工程と、
　表示部に表示を行う表示工程と、
　前記表示部に表示されている表示内容を切り換える切換指示入力を入力部で受け付ける
入力工程と、
　前記中央処理装置から通報された前記検知結果を前記表示部に表示する表示処理工程と
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を備え、
　前記表示処理工程は、前記通信部を介して前記検知結果の通報を新たに受信した場合、
前記表示部に表示されている既存の表示内容を維持し、前記新たに受信した前記検知結果
の存在を表す符号を前記表示部にさらに表示し、前記入力部で前記切換指示入力を受け付
けた場合に、前記新たに受信した前記検知結果を前記表示部に表示し、
　前記表示処理工程は、前記中央処理装置を介して複数のセンサ装置それぞれから前記検
知結果の通報を受信し、前記複数の検知結果をセンサ装置ごとにグループ化し、前記複数
の検知結果をグループごとに順次に前記表示部に表示する、
　表示方法。
【請求項９】
　被監視者における所定の行動を検知して通報するセンサ装置と、所定の情報を表示する
表示装置と、前記センサ装置および前記表示装置それぞれと通信可能に接続され、前記セ
ンサ装置で検知した検知結果の通報を前記センサ装置から受信して前記表示装置へ前記検
知結果を通報する中央処理装置とを備える被監視者監視システムの表示方法であって、
　通信部で通信を行う通信工程と、
　表示部に表示を行う表示工程と、
　前記表示部に表示されている表示内容を切り換える切換指示入力を入力部で受け付ける
入力工程と、
　前記中央処理装置から通報された前記検知結果を前記表示部に表示する表示処理工程と
を備え、
　前記表示処理工程は、前記通信部を介して前記検知結果の通報を新たに受信した場合、
前記表示部に表示されている既存の表示内容を維持し、前記新たに受信した前記検知結果
の存在を表す符号を前記表示部にさらに表示し、前記入力部で前記切換指示入力を受け付
けた場合に、前記新たに受信した前記検知結果を前記表示部に表示し、
　前記表示処理工程は、前記中央処理装置を介して複数の検知結果の通報を受信し、前記
複数の検知結果を、前記所定の行動の種別に応じて予め設定された重要度ごとにグループ
化し、前記複数の検知結果をグループごとに順次に前記表示部に表示する、
　表示方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、監視すべき監視対象である被監視者を複数の機器を用いて監視する被監視者
監視システムの表示装置および表示方法、ならびに、前記被監視者監視システムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　我が国（日本）は、戦後の高度経済成長に伴う生活水準の向上、衛生環境の改善および
医療水準の向上等によって、高齢化社会、より詳しくは、総人口に対する６５歳以上の人
口の割合である高齢化率が２１％を超える超高齢化社会になっている。また、２００５年
では、総人口約１億２７６５万人に対し６５歳以上の高齢者人口は、約２５５６万人であ
ったのに対し、２０２０年では、総人口約１億２４１１万人に対し高齢者人口は、約３４
５６万人となる予測もある。このような高齢化社会では、病気や怪我や高齢等による看護
や介護を必要とする要看護者や要介護者（要看護者等）は、高齢化社会ではない通常の社
会で生じる要看介護者よりもその増加が見込まれる。そして、我が国は、例えば２０１３
年の合計特殊出生率が１．４３という少子化社会でもある。そのため、高齢な要看護者等
を高齢の家族（配偶者、子、兄弟）が介護する老老介護も起きて来ている。
【０００３】
　要看護者等は、病院や、老人福祉施設（日本の法令では老人短期入所施設、養護老人ホ
ームおよび特別養護老人ホーム等）等の施設に入所し、その看護や介護を受ける。このよ
うな施設では、要看護者等が、例えばベッドからの転落や歩行中の転倒等によって怪我を
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負ったり、ベッドから抜け出して徘徊したりするなどの事態が生じ得る。このような事態
に対し、可及的速やかに対応する必要があり、また、このような事態を放置しておくとさ
らに重大な事態に発展してしまう可能性もあるため、前記施設では、看護師や介護士等は
、定期的に巡視することによってその安否や様子を確認している。
【０００４】
　しかしながら、要看護者等の増加数に対し看護師等の増加数が追い付かずに、看護業界
や介護業界では、慢性的に人手不足になっている。さらに、日勤の時間帯に較べ、準夜勤
や夜勤の時間帯では、看護師や介護士等の人数が減るため、一人当たりの業務負荷が増大
するので、前記業務負荷の軽減が要請される。また、前記老老介護の事態は、前記施設で
も例外ではなく、高齢の要看護者等を高齢の看護師等がケアすることもしばしば見られる
。一般に高齢になると体力が衰えるため、健康であっても若い看護師等に比し看護等の負
担が重くなり、また、その動きや判断も遅くなる。
【０００５】
　このような人手不足や看護師等の負担を軽減するため、看護業務や介護業務を補完する
技術が求められている。このため、近年では、要看護者等の、監視すべき監視対象である
被監視者を監視（モニタ）する被監視者監視技術が研究、開発されている。
【０００６】
　このような技術の一つとして、例えば特許文献１に開示されたナースコールシステムが
ある。この特許文献１に開示されたナースコールシステムは、ベッドに設置されて患者が
看護師を呼び出すためのナースコール子機と、ナースステーションに設置されて前記ナー
スコール子機による呼び出しに応答するためのナースコール親機とを有するナースコール
システムであって、ベッド上の患者をベッド上方から撮像するカメラと、前記カメラの撮
像映像から、患者が上半身を起こした状態及び患者がベッド上から離れた状態のうち少な
くとも一方の発生を判断して注意状態発生信号を出力する状態判断手段とを有し、前記ナ
ースコール親機は、前記注意状態発生信号を受けて報知動作する報知手段を有する。そし
て、このナースコールシステムは、前記ナースコール子機からの呼び出しに応答するため
に看護師が携行する携帯端末と、前記注意状態発生信号を受けて、前記カメラの撮像映像
を前記携帯端末に送信する通信制御手段とを有する。
【０００７】
　一方、安否確認の点では、一人暮らしの独居者も前記要介護者等と同様であり、被監視
対象者となる。
【０００８】
　ところで、前記特許文献１に開示されたナースコールシステムでは、注意状態の発生が
携帯端末へ通知される（例えば前記特許文献１の［００２９］段落）。しかしながら、前
記特許文献１には、新たな注意情報の発生が携帯端末に届いた際に、前記携帯端末におけ
るそれらの表示態様の記載が無く、それらの表示態様が不明である。仮に、新たな注意情
報の発生が既通知の注意状態の発生に上書きされて表示される場合、既通知にかかる注意
状態の患者等に対する対応（対処、応対）が遅れてしまう虞が生じ得る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１４－９０９１３号公報
【発明の概要】
【００１０】
　本発明は、上述の事情に鑑みて為された発明であり、その目的は、既通知にかかる患者
等に対する対応（対処、応対）をより確実に促すことができる被監視者監視システムの表
示装置および表示方法ならびに前記被監視者監視システムを提供することである。
【００１１】
　本発明にかかる表示装置、表示方法および被監視者監視システムでは、センサ装置が被
監視者における所定の行動を検知すると、この検知結果が前記センサ装置から中央処理装
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置を介して表示装置に新たに受信される。この際に、表示部に表示されている既存の表示
内容が維持され、前記新たに受信された前記検知結果の存在を表す符号が前記表示部にさ
らに表示され、入力部で切換指示入力を受け付けた場合に前記新たに受信された検知結果
が前記表示部に表示される。
【００１２】
　上記並びにその他の本発明の目的、特徴及び利点は、以下の詳細な記載と添付図面から
明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施形態における被監視者監視システムの構成を示す図である。
【図２】前記被監視者監視システムにおける管理サーバ装置の構成を示す図である。
【図３】前記被監視者監視システムにおける携帯端末装置の構成を示す図である。
【図４】前記被監視者監視システムにおける管理サーバ装置および携帯端末装置それぞれ
に記憶される監視情報テーブルの構成を示す図である。
【図５】前記被監視者監視システムの携帯端末装置における、検知結果の通報に関する動
作を示すフローチャートである。
【図６】前記被監視者監視システムの携帯端末装置における、表示画面記憶部の第１の記
憶態様を説明するための図である。
【図７】前記被監視者監視システムにおける、監視情報画面の消去に関する動作を示すフ
ローチャートである。
【図８】前記被監視者監視システムにおける携帯端末装置に表示される待受け画面の一例
を示す図である。
【図９】前記被監視者監視システムにおける携帯端末装置に表示される、静止画を表示し
た監視情報画面の一例を示す図である。
【図１０】前記被監視者監視システムにおける携帯端末装置に表示される、動画を表示し
た監視情報画面の一例を示す図である。
【図１１】互いに異なる２以上のセンサ装置から通報を受けた、前記携帯端末装置に表示
される監視情報画面の一例を示す図である。
【図１２】前記被監視者監視システムの携帯端末装置における、表示画面記憶部の第２の
記憶態様を説明するための図である。
【図１３】前記被監視者監視システムの携帯端末装置における、表示画面記憶部の第３の
記憶態様を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明にかかる実施の一形態を図面に基づいて説明する。なお、各図において同
一の符号を付した構成は、同一の構成であることを示し、適宜、その説明を省略する。本
明細書において、総称する場合には添え字を省略した参照符号で示し、個別の構成を指す
場合には添え字を付した参照符号で示す。
【００１５】
　図１は、実施形態における被監視者監視システムの構成を示す図である。図２は、実施
形態の被監視者監視システムにおける管理サーバ装置の構成を示す図である。図３は、実
施形態の被監視者監視システムにおける携帯端末装置の構成を示す図である。図４は、実
施形態の被監視者監視システムにおける管理サーバ装置および携帯端末装置それぞれに記
憶される監視情報テーブルの構成を示す図である。
【００１６】
　実施形態における被監視者監視システムは、監視すべき（見守るべき）監視対象（見守
り対象）である被監視者（見守り対象者）Ｏｂを監視するものであり、被監視者Ｏｂにお
ける所定の行動を検知して通報するセンサ装置と、所定の情報を表示する表示装置と、前
記センサ装置および前記表示装置それぞれと通信可能に接続され、前記センサ装置で検知
した検知結果の通報を前記センサ装置から受信して前記表示装置へ前記検知結果を通報す
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る中央処理装置とを備える。
【００１７】
　このような被監視者監視システムＭＳは、より具体的には、例えば、図１に示すように
、１または複数のセンサ装置ＳＵ（ＳＵ－１～ＳＵ－４）と、管理サーバ装置ＳＶと、固
定端末装置ＳＰと、１または複数の携帯端末装置ＴＡ（ＴＡ－１、ＴＡ－２）とを備え、
これらは、有線や無線で、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、電話網お
よびデータ通信網等の網（ネットワーク、通信回線）ＮＷを介して通信可能に接続される
。ネットワークＮＷには、通信信号を中継する例えばリピーター、ブリッジ、ルーターお
よびクロスコネクト等の中継機が備えられても良い。図１に示す例では、これら複数のセ
ンサ装置ＳＵ－１～ＳＵ－４、管理サーバ装置ＳＶ、固定端末装置ＳＰおよび複数の携帯
端末装置ＴＡ－１、ＴＡ－２は、アクセスポイントＡＰを含む無線ＬＡＮ（例えばＩＥＥ
Ｅ８０２．１１規格に従ったＬＡＮ等）ＮＷによって互いに通信可能に接続されている。
【００１８】
　なお、後述から明らかなように、センサ装置ＳＵは、前記センサ装置の一例であり、管
理サーバ装置ＳＶは、前記中央処理装置の一例であり、前記固定端末装置ＳＰおよび携帯
端末装置ＴＡそれぞれは、前記表示装置の一例である。
【００１９】
　被監視者監視システムＭＳは、被監視者Ｏｂに応じて適宜な場所に配設される。被監視
者（見守り対象者）Ｏｂは、例えば、病気や怪我等によって看護を必要とする者や、身体
能力の低下等によって介護を必要とする者や、一人暮らしの独居者等である。特に、早期
発見と早期対処とを可能にする観点から、被監視者Ｏｂは、例えば異常状態等の所定の不
都合な事象がその者に生じた場合にその発見を必要としている者であることが好ましい。
このため、被監視者監視システムＭＳは、被監視者Ｏｂの種類に応じて、病院、老人福祉
施設および住戸等の建物に好適に配設される。図１に示す例では、被監視者監視システム
ＭＳは、複数の被監視者Ｏｂが入居する複数の居室ＲＭや、ナースステーション等の複数
の部屋を備える介護施設の建物に配設されている。
【００２０】
　センサ装置ＳＵは、ネットワークＮＷを介して他の装置ＳＶ、ＳＰ、ＴＡと通信する通
信機能等を備え、被監視者Ｏｂにおける、予め設定された所定の行動を検知してその検知
結果を管理サーバ装置ＳＶへ送信する装置である。より具体的には、センサ装置ＳＵは、
例えば、ネットワークＮＷを介して他の装置ＳＶ、ＳＰ、ＴＡと通信するための通信イン
ターフェース回路（例えばＬＡＮカード等）、被監視者Ｏｂを撮像して画像を生成する画
像センサ、前記画像センサの出力（画像）に基づいて被監視者Ｏｂの検知結果として被監
視者Ｏｂの状態（状況）を判定するデータ処理回路、これらを制御する制御回路およびそ
の周辺回路を備えて構成され、前記検知結果を管理サーバ装置ＳＶへ送信する。また、セ
ンサ装置ＳＵは、所定の他の装置ＳＶ、ＳＰ、ＴＡに前記生成した画像（静止画および動
画を含む）を送信する。
【００２１】
　より詳しくは、前記所定の行動は、本実施形態では、例えば、被監視者Ｏｂの起床、離
床、転倒および転落である。センサ装置ＳＵは、公知技術によって、被監視者Ｏｂを撮像
して生成した画像に基づいて被監視者Ｏｂの起床、離床、転倒および転落を検知する。例
えば、センサ装置ＳＵは、被監視者Ｏｂを撮像して生成した画像から例えば背景差分法や
フレーム差分法によって被監視者Ｏｂの人体領域として動体領域を抽出し、この抽出した
動体領域の縦横比（アスペクト比）から被監視者Ｏｂの姿勢（例えば立位、座位および横
臥等）を判定し、この検出した動体領域の位置を検出し、これら判定、検出した被監視者
Ｏｂの姿勢および位置に基づいて前記起床、離床、転倒および転落の別を判定する。より
詳しくは、センサ装置ＳＵは、例えば、横長なアスペクト比から前記アスペクト比が小さ
くなるに従って横臥、座位および立位の各姿勢が順次に判定され、ベッド等の寝具上にお
ける姿勢が横臥から座位へ変化した場合には起床と判定し、寝具内から立位の姿勢で寝具
外へ変化した場合には離床と判定し、寝具の周囲で姿勢が横臥である場合には転落と判定
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し、そして、前記寝具の周囲の他で姿勢が横臥である場合には転倒と判定する。そして、
センサ装置ＳＵは、被監視者Ｏｂにおける所定の行動を検知すると、この検知した行動の
種類（この例では起床、離床、転倒および転落のうちの１または複数）を表す検知行動情
報、前記所定の行動を検知した時刻であるイベント時刻、自機のセンサＩＤおよび前記検
知の際に用いられた静止画（前記検知が複数の画像によって実施された場合には例えば最
後の画像）を収容した通信信号（イベント通報通信信号）を管理サーバ装置ＳＶへ送信す
る。センサＩＤ（センサ識別子）は、センサ装置ＳＵを特定しセンサ装置ＳＵを識別する
ための識別子である。
【００２２】
　なお、センサ装置ＳＵは、固定端末装置ＳＰや携帯端末装置ＴＡ等に対してナースコー
ルを通知するナースコール回路、および、固定端末装置ＳＰや携帯端末装置ＴＡ等との間
で音声通話を行う通話回路を備え、ナースコールおよび音声通話が可能となっていてもよ
い。
【００２３】
　図１には、一例として、４個の第１ないし第４センサ装置ＳＵ－１～ＳＵ－４が示され
ており、第１センサ装置ＳＵ－１は、被監視者Ｏｂの一人であるＡさんＯｂ－１の居室Ｒ
Ｍ－１（不図示）に配設され、第２センサ装置ＳＵ－２は、被監視者Ｏｂの一人であるＢ
さんＯｂ－２の居室ＲＭ－２（不図示）に配設され、第３センサ装置ＳＵ－３は、被監視
者Ｏｂの一人であるＣさんＯｂ－３の居室ＲＭ－３（不図示）に配設され、そして、第４
センサ装置ＳＵ－４は、被監視者Ｏｂの一人であるＤさんＯｂ－４の居室ＲＭ－４（不図
示）に配設されている。
【００２４】
　管理サーバ装置ＳＶは、ネットワークＮＷを介して他の装置ＳＵ、ＳＰ、ＴＡと通信す
る通信機能等を備え、センサ装置ＳＵからイベント通報通信信号を受信して被監視者Ｏｂ
に対する監視に関する情報（監視情報）を管理し、前記受信したイベント通報通信信号を
所定の端末装置ＳＰ、ＴＡへ通報（再通報、転送、送信）し、端末装置（固定端末装置、
携帯端末装置）ＳＰ、ＴＡに表示される監視情報の表示を制御し、クライアント（本実施
形態では端末装置ＳＰ、ＴＡ等）の要求に応じたデータを前記クライアントに提供し、被
監視者監視システムＭＳ全体を管理する装置である。このような管理サーバ装置ＳＶは、
例えば、図２に示すように、サーバ側通信インターフェース部（ＳＶ通信ＩＦ部）２１と
、サーバ側制御処理部（ＳＶ制御処理部）２２と、サーバ側記憶部（ＳＶ記憶部）２３と
を備える。
【００２５】
　ＳＶ通信ＩＦ部２１は、ＳＶ制御処理部２２に接続され、ＳＶ制御処理部２２の制御に
従って通信を行うための通信回路である。ＳＶ通信ＩＦ部２１は、ＳＶ制御処理部２２か
ら入力された転送すべきデータを収容した通信信号を、この被監視者監視システムＭＳの
ネットワークＮＷで用いられる通信プロトコルに従って生成し、この生成した通信信号を
ネットワークＮＷを介して他の装置ＳＵ、ＳＰ、ＴＡへ送信する。ＳＶ通信ＩＦ部２１は
、ネットワークＮＷを介して他の装置ＳＵ、ＳＰ、ＴＡから通信信号を受信し、この受信
した通信信号からデータを取り出し、この取り出したデータをＳＶ制御処理部２２が処理
可能な形式のデータに変換してＳＶ制御処理部２２へ出力する。ＳＶ通信ＩＦ部２１は、
例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１規格等に従った通信インターフェース回路を備えて構成さ
れる。
【００２６】
　ＳＶ記憶部２３は、ＳＶ制御処理部２２に接続され、ＳＶ制御処理部２２の制御に従っ
て、各種の所定のプログラムおよび各種の所定のデータを記憶する回路である。前記各種
の所定のプログラムには、例えば、管理サーバ装置ＳＶの各部を当該各部の機能に応じて
それぞれ制御するＳＶ制御プログラムや、被監視者Ｏｂに対する監視に関する所定の処理
を実行するＳＶ監視処理プログラム等の制御処理プログラムが含まれる。前記各種の所定
のデータには、自機の、管理サーバ装置ＳＶを特定し管理サーバ装置ＳＶを識別するため
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のサーバ識別子（サーバＩＤ）や、被監視者Ｏｂに対する監視に関する監視情報や、前記
イベント通報通信信号の通報先等の装置間の情報を表す装置間情報や、センサ装置ＳＵに
関するセンサ装置情報等の各プログラムを実行する上で必要なデータ等が含まれる。これ
ら監視情報、装置間情報およびセンサ装置情報それぞれを記憶するために、ＳＶ記憶部２
３は、サーバ側監視情報記憶部（ＳＶ監視情報記憶部）２３１、装置間情報記憶部２３２
およびサーバ側センサ装置情報記憶部（ＳＶセンサ装置情報記憶部）２３３を機能的に備
える。
【００２７】
　ＳＶ監視情報記憶部２３１は、被監視者Ｏｂに対する監視に関する前記監視情報を記憶
するものである。前記監視情報は、本実施形態では、イベント通報通信信号に収容された
前記検知行動情報による行動の種類（イベント種別、すなわち、本実施形態では起床、離
床、転倒および転落）、イベント時刻、センサＩＤおよび静止画、ならびに、ライブでの
動画の取得先としてのセンサ装置ＳＵの通信アドレス（例えばＩＰアドレス等）、および
、被監視者Ｏｂに対する例えば救命、看護、介護および介助等の対応（応対、対処）を実
行する意思が携帯端末装置ＴＡに入力されたか否かを示す対応情報等を含み、これらは、
互いに対応付けられてＳＶ監視情報記憶部２３１に記憶される。なお、前記イベント時刻
に代え、前記イベント通報通信信号の受信時刻が用いられても良い。
【００２８】
　この監視情報は、本実施形態では、テーブル形式でＳＶ監視情報記憶部２３１に記憶さ
れている。この監視情報を登録する監視情報テーブルＭＴ－ＳＶは、例えば、図４に示す
ように、前記センサＩＤを登録するセンサＩＤフィールド５１－ＳＶと、センサＩＤフィ
ールド５１－ＳＶに登録されたセンサＩＤに対応するセンサ装置ＳＵにかかる前記イベン
ト種別を登録するイベント種別フィールド５１－ＳＶと、センサＩＤフィールド５１－Ｓ
Ｖに登録されたセンサＩＤに対応するセンサ装置ＳＵにかかる前記イベント時刻を登録す
るイベント時刻フィールド５３－ＳＶと、センサＩＤフィールド５１－ＳＶに登録された
センサＩＤに対応するセンサ装置ＳＵにかかる前記静止画を登録する静止画フィールド５
４－ＳＶと、ライブでの動画の取得先として、センサＩＤフィールド５１－ＳＶに登録さ
れたセンサＩＤに対応するセンサ装置ＳＵの通信アドレス（例えばＩＰアドレス等）を登
録する動画フィールド５５－ＳＶと、センサＩＤフィールド５１－ＳＶに登録されたセン
サＩＤに対応するセンサ装置ＳＵで監視されている被監視者Ｏｂに対する前記対応の意思
（対応意思、対処意思、対応意思）の入否を示す対応情報を登録する対応フィールド５６
－ＳＶとを備え、イベント通報通信信号の受信ごとにレコードを備える。対応フィールド
５６－ＳＶには、前記対応の意思の入否を示す対応情報を示すフラグが登録される。例え
ば、本実施形態では、対応フィールド５６－ＳＶには、前記対応の意思が携帯端末装置Ｔ
Ａに入力されたことを意味するフラグ「１」、あるいは、前記対応の意思が携帯端末装置
ＴＡに入力されていないことを意味するフラグ「０」が登録される。イベント通報通信信
号が受信されて新たなレコードが生成された場合、対応フィールド５６－ＳＶには、デフ
ォルト値として「０」が登録される。なお、静止画フィールド５４－ＳＶには、例えば、
静止画の画像データが登録されて良く、また例えば、静止画の画像データのファイル名が
登録されて良い。この図４に示す例では、第１番目のレコードにおいて、各フィールド５
１－ＳＶ～５６－ＳＶそれぞれには、「ＳＵ－１」、「起床」、「０６：３２」、「ＳＰ
１」、「＊＊．＊＊．＊＊．＊＊」（＊＊は整数値）および「０」が登録されている。
【００２９】
　なお、図４に示す例では、監視情報テーブルＭＴは、動画フィールド５５－ＳＶを備え
たが、センサＩＤと、ライブでの動画の取得先として、センサ装置ＳＵの通信アドレスと
の対応関係を示すテーブルが監視情報テーブルＭＴとは別途に用意されてＳＶ監視情報記
憶部２３１に記憶され、図４に示す監視情報テーブルＭＴから、動画フィールド５５－Ｓ
Ｖが省略されても良い。
【００３０】
　また、後述するように携帯端末装置ＴＡも監視情報を記憶するために同様の監視情報テ
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ーブルＭＴ－ＴＡが記憶されるため、図４には、監視情報テーブルＭＴ－ＴＡの符号も表
示されている。
【００３１】
　装置間情報記憶部２３２は、前記イベント通報通信信号の通報先等の装置間の情報を表
す前記装置間情報を予め記憶するものである。装置間情報記憶部２３２は、前記装置間情
報として、本実施形態では、イベント通報通信信号の送信元であるセンサＩＤと前記イベ
ント通報通信信号の通報先（再通報先、転送先、送信先）である端末ＩＤとの対応関係（
通報先対応関係）、および、各装置ＳＵ、ＳＰ、ＴＡのＩＤ（センサＩＤ、端末ＩＤ）と
その通信アドレスとの対応関係（通信アドレス対応関係）等を記憶する。端末ＩＤは、端
末装置ＳＰ、ＴＡを特定し端末装置ＳＰ、ＴＡを識別するための端末識別子である。なお
、センサＩＤ、サーバＩＤおよび端末ＩＤそれぞれは、例えば所定の記号列から成るシリ
アル番号等であって良く、また例えば通信アドレスであって良い（この場合通信アドレス
対応関係は省略できる）。
【００３２】
　ＳＶセンサ装置情報記憶部２３３は、センサ装置ＳＵに関する前記センサ装置情報を予
め記憶するものである。ＳＶセンサ装置情報記憶部２３３は、前記センサ装置情報として
、本実施形態では、センサＩＤと、センサＩＤに対応するセンサ装置ＳＵの配設場所を表
す情報（配置場所情報）と、センサＩＤに対応するセンサ装置ＳＵによって監視されてい
る被監視者Ｏｂの氏名との対応関係等を記憶する。
【００３３】
　ＳＶ制御処理部２２は、管理サーバ装置ＳＶの各部を当該各部の機能に応じてそれぞれ
制御し、センサ装置ＳＵからイベント通報通信信号を受信して被監視者Ｏｂに対する監視
に関する前記監視情報を管理し、前記受信したイベント通報通信信号を所定の端末装置Ｓ
Ｐ、ＴＡへ通報し、クライアント（本実施形態では端末装置ＳＰ、ＴＡ等）の要求に応じ
たデータを前記クライアントに提供し、被監視者監視システムＭＳ全体を管理するための
回路である。ＳＶ制御処理部２２は、例えば、ＣＰＵおよびその周辺回路を備えて構成さ
れる。ＳＶ制御処理部２２は、前記制御処理プログラムが実行されることによって、サー
バ側制御部（ＳＶ制御部）２２１およびサーバ側監視処理部（ＳＶ監視処理部）２２２を
機能的に備える。
【００３４】
　ＳＶ制御部２２１は、管理サーバ装置ＳＶの各部を当該各部の機能に応じてそれぞれ制
御し、管理サーバ装置ＳＶの全体制御を司るものである。
【００３５】
　ＳＶ監視処理部２２２は、センサ装置ＳＵからイベント通報通信信号を受信した場合に
、被監視者Ｏｂに対する監視に関する監視情報をＳＶ監視情報記憶部２３１に記憶（記録
）し、前記受信したイベント通報通信信号を送信したセンサ装置ＳＵに対応する通報先（
再通報先、転送先、送信先）を装置間情報記憶部２３２に記憶された前記通報先対応関係
から選定（検索）し、この選定した端末装置ＳＰ、ＴＡへ前記イベント通報通信信号を送
信するものである。この選定（検索処理）は、前記受信したイベント通報通信信号を送信
したセンサ装置ＳＵに対応するセンサＩＤに基づいて実施される。ここで、前記再通報さ
れるイベント通報通信信号には、動画のダウンロード先として、前記受信したイベント通
報通信信号を送信したセンサ装置ＳＵに対応する通信アドレスがさらに収容される。この
通信アドレスは、前記受信したイベント通報通信信号を送信したセンサ装置ＳＵに対応す
るセンサＩＤに基づいて前記通信アドレス対応関係から選定（検索）される。ＳＶ監視処
理部２２２は、ＳＶセンサ装置情報記憶部２３３に記憶されている前記センサ装置情報を
、それを収容した通信信号によって、携帯端末装置ＴＡへ送信する。このセンサ装置情報
の送信は、例えば、後述の携帯端末装置ＴＡのログインの際等に実施される。そして、Ｓ
Ｖ監視処理部２２２は、端末装置ＳＰ、ＴＡからＳＶ通信ＩＦ部２１で、被監視者Ｏｂに
対し対応意思を受け付けた旨を通知するための通信信号である対応通知通信信号を受信し
た場合に、対応意思の受付済みをＳＶ監視情報記憶部２３１に記憶し、対応意思を受け付
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けた被監視者Ｏｂの検知結果を表示させないための通信信号である対応不要通知通信信号
を同報通信でＳＶ通信ＩＦ部２１から送信する。同報通信は、例えば、被監視者監視シス
テムＭＳにおける全ての端末装置ＳＰ、ＴＡ宛に送信するブロードキャストであって良く
、また例えば被監視者監視システムＭＳにおける所定の複数の端末装置ＳＰ、ＴＡ宛に送
信するマルチキャストであって良い。
【００３６】
　なお、管理サーバ装置ＳＶは、図２に破線で示すように、必要に応じて、さらに、ＳＶ
制御処理部２２に接続され例えば各種コマンドや各種データ等を入力するサーバ側入力部
（ＳＶ入力部）２４、ＳＶ入力部２４で入力された各種コマンドや各種データおよび被監
視者Ｏｂに対する監視に関する監視情報等を出力するサーバ側出力部（ＳＶ出力部）２５
、および、外部機器との間でデータの入出力を行うサーバ側インターフェース部（ＳＶＩ
Ｆ部）２６等を備えても良い。
【００３７】
　このような管理サーバ装置ＳＶは、例えば、通信機能付きのコンピュータによって構成
可能である。
【００３８】
　固定端末装置ＳＰは、ネットワークＮＷを介して他の装置ＳＵ、ＳＶ、ＴＡと通信する
通信機能、所定の情報を表示する表示機能、および、所定の指示やデータを入力する入力
機能等を備え、管理サーバ装置ＳＶや携帯端末装置ＴＡに与える所定の指示やデータを入
力したり、センサ装置ＳＵで得られた監視情報を表示したり等することによって、被監視
者監視システムＭＳのユーザインターフェース（ＵＩ）として機能する機器である。この
ような固定端末装置ＳＰは、例えば、通信機能付きのコンピュータによって構成可能であ
る。なお、前記端末装置の一例としての固定端末装置ＳＰは、携帯端末装置ＴＡと同様に
動作するが、本明細書では、前記端末装置の一実施形態は、その一例である携帯端末装置
ＴＡについて説明される。
【００３９】
　携帯端末装置ＴＡは、ネットワークＮＷを介して他の装置ＳＶ、ＳＰ、ＳＵと通信する
通信機能、所定の情報を表示する表示機能、所定の指示やデータを入力する入力機能、お
よび、音声通話を行う通話機能等を備え、管理サーバ装置ＳＶやセンサ装置ＳＵに与える
所定の指示やデータを入力したり、管理サーバ装置ＳＶからの通報によってセンサ装置Ｓ
Ｕで得られた監視情報（動画を含む）を表示したり、センサ装置ＳＵとの間で音声通話し
たり等することによって、被監視者Ｏｂに対する前記監視情報の通報を受け付けて表示す
るための機器である。このような携帯端末装置ＴＡは、本実施形態では、例えば、図３に
示すように、端末側通信インターフェース部（ＴＡ通信ＩＦ部）３１と、端末側制御処理
部（ＴＡ制御処理部）３２と、端末側記憶部（ＴＡ記憶部）３３と、端末側音入出力部（
ＴＡ音入出力部）３４と、端末側入力部（ＴＡ入力部）３５と、端末側表示部（ＴＡ表示
部）３６と、端末側インターフェース部（ＴＡＩＦ部）３７とを備える。
【００４０】
　ＴＡ音入出力部３４は、ＴＡ制御処理部３２に接続され、外部の音を取得して携帯端末
装置ＴＡに入力するためのデバイスであって、ＴＡ制御処理部３２の制御に従って音を表
す電気信号に応じた音を生成して出力するためのデバイスである。ＴＡ音入出力部３４は
、ＳＵ音入出力部１２と同様に、例えば、音響振動を電気信号に変換するマイクロホン等
と、音の電気信号を音の音響振動に変換するスピーカ等とを備えて構成される。ＴＡ音入
出力部３４は、外部の音を表す電気信号をＴＡ制御処理部３２へ出力し、また、ＴＡ制御
処理部３２から入力された電気信号を音の音響振動に変換して出力する。
【００４１】
　ＴＡ入力部３５は、ＴＡ制御処理部３２に接続され、例えば、所定の操作を受け付け、
携帯端末装置ＴＡに入力するデバイスであり、例えば、所定の機能を割り付けられた複数
の入力スイッチ等である。前記所定の操作には、例えば、ログインするためのＩＤの入力
操作や、音声通話の要求操作およびその終了操作や、ライブでの動画の要求操作およびそ
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の終了操作や、前記通報された被監視者Ｏｂに対する例えば救命、看護、介護および介助
等の前記対応を実行する意思がある旨（“対応する”）の入力操作等の、監視する上で必
要な各種操作等が含まれる。ＴＡ表示部３６は、ＴＡ制御処理部３２に接続され、ＴＡ制
御処理部３２の制御に従って、ＴＡ入力部３５から入力された所定の操作内容、および、
被監視者監視システムＭＳによって監視されている被監視者Ｏｂに対する監視に関する前
記監視情報（例えばセンサ装置ＳＵで検知した所定の行動の種類や被監視者Ｏｂの画像（
静止画および動画）等）等を表示するデバイスであり、例えばＬＣＤ（液晶ディスプレイ
）および有機ＥＬディスプレイ等の表示装置である。そして、本実施形態では、ＴＡ入力
部３５およびＴＡ表示部３６からタッチパネルが構成されている。この場合において、Ｔ
Ａ入力部３５は、例えば抵抗膜方式や静電容量方式等の操作位置を検出して入力する位置
入力デバイスである。このタッチパネルでは、ＴＡ表示部３６の表示面上に位置入力デバ
イスが設けられ、ＴＡ表示部３６に入力可能な１または複数の入力内容の候補が表示され
、例えば看護師や介護士等のユーザ（監視者）が、入力したい入力内容を表示した表示位
置を触れると、位置入力デバイスによってその位置が検出され、検出された位置に表示さ
れた表示内容がユーザの操作入力内容として携帯端末装置ＴＡに入力される。
【００４２】
　ＴＡＩＦ部３７は、ＴＡ制御処理部３２に接続され、ＴＡ制御処理部３２の制御に従っ
て、外部機器との間でデータの入出力を行うデバイスであり、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）規格を用いたインターフェース回路、ＩｒＤＡ規格等の赤外線通信を行う
インターフェース回路、および、ＵＳＢ規格を用いたインターフェース回路等である。
【００４３】
　ＴＡ通信ＩＦ部３１は、ＳＶ通信ＩＦ部２１と同様に、ＴＡ制御処理部３２に接続され
、ＴＡ制御処理部３２の制御に従って通信を行うための通信デバイスである。ＴＡ通信Ｉ
Ｆ部３１は、ＴＡ制御処理部３２から入力された転送すべきデータを収容した通信信号を
、この被監視者監視システムＭＳのネットワークＮＷで用いられる通信プロトコルに従っ
て生成し、この生成した通信信号をネットワークＮＷを介して他の装置ＳＵ、ＳＶ、ＳＰ
へ送信する。ＴＡ通信ＩＦ部３１は、ネットワークＮＷを介して他の装置ＳＵ、ＳＶ、Ｓ
Ｐから通信信号を受信し、この受信した通信信号からデータを取り出し、この取り出した
データをＴＡ制御処理部３２が処理可能な形式のデータに変換してＴＡ制御処理部３２へ
出力する。ＴＡ通信ＩＦ部３１は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１規格等に従った通信イ
ンターフェース回路を備えて構成される。
【００４４】
　ＴＡ記憶部３３は、ＴＡ制御処理部３２に接続され、ＴＡ制御処理部３２の制御に従っ
て、各種の所定のプログラムおよび各種の所定のデータを記憶する回路である。前記各種
の所定のプログラムには、例えば、携帯端末装置ＴＡの各部を当該各部の機能に応じてそ
れぞれ制御するＴＡ制御プログラムや、被監視者Ｏｂに対する監視に関する所定の処理を
実行するＴＡ監視処理プログラムや、ＴＡ音入出力部１２等を用いることでセンサ装置Ｓ
Ｕとの間で音声通話を行うＴＡ音声通話処理プログラムや、センサ装置ＳＵから動画の配
信を受け、前記配信を受けた動画をストリーミング再生でＴＡ表示部３６に表示するＴＡ
ストリーミング処理プログラム等の制御処理プログラムが含まれる。前記ＴＡ監視処理プ
ログラムには、被監視者Ｏｂに対する監視に関する所定の処理の一つとして、管理サーバ
装置ＳＶから再通報のイベント通報通信信号を受信した場合に、この受信した再通報のイ
ベント通報通信信号に収容された各情報に応じた画面をＴＡ表示部３６に表示する表示処
理プログラムが含まれる。前記各種の所定のデータでは、自機の端末ＩＤ、ＴＡ表示部３
６に表示される表示画面情報、被監視者Ｏｂに対する監視に関する前記監視情報、および
、センサ装置ＳＵに関する前記センサ装置情報等の各プログラムを実行する上で必要なデ
ータ等が含まれる。ＴＡ記憶部３３は、例えばＲＯＭやＥＥＰＲＯＭ等を備える。ＴＡ記
憶部３３は、前記所定のプログラムの実行中に生じるデータ等を記憶するいわゆるＴＡ制
御処理部３２のワーキングメモリとなるＲＡＭ等を含む。そして、ＴＡ記憶部３３は、前
記表示画面情報、前記監視情報および前記センサ装置情報それぞれを記憶するために、表
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示画面記憶部３３１、端末側監視情報記憶部（ＴＡ監視情報記憶部）３３２、および、端
末側センサ装置情報記憶部３３３を機能的に備える。
【００４５】
　表示画面記憶部３３１は、ＴＡ制御処理部３２における後述の表示処理部３２２１の制
御に従って、ＴＡ表示部３６に表示するための表示画面等の画像を記憶するものであり、
例えばＶＲＡＭ（ビデオメモリ）等である。表示画面記憶部３３１は、複数の被監視者Ｏ
ｂそれぞれに関する各監視情報を表す後述の監視情報画面が複数ある場合には、これら複
数の監視情報画面を所定の序列で関係付けて記憶する。これら前記所定の序列で互いに関
係付けられた複数の監視情報画面等、ＴＡ入力部３５で受け付けられた、表示内容（表示
画面）を切り換えるための入力操作（切換操作）に応じて、一方の監視情報画面から他方
の監視情報画面へ選択的に切り換えることで、ＴＡ表示部４６に表示されて良く、また、
ＴＡ入力部３５で受け付けられた切換操作に応じて、連続的に表示されつつ一方の監視情
報画面から他方の監視情報画面へ移行することで、ＴＡ表示部３６に表示されて良い。本
実施形態では、より具体的には、互いに異なる複数の被監視者Ｏｂそれぞれに関するイベ
ント通報通信信号が受信されると、前記複数のイベント通報通信信号それぞれに対応する
複数の監視情報画面は、互いに前記所定の序列で連結されてプレーンに形成される。より
詳しくは、前記複数の監視情報画面は、例えば、本実施形態では、ＴＡ表示部３６に表示
された場合の上下方向に前記所定の序列で連結されてプレーンに形成される。なお、前記
上下方向に代え、左右方向であっても良い。そして、表示画面記憶部３３１に記憶される
プレーンサイズは、通常、ＴＡ表示部３６の画面表示領域のサイズと同等であるが、複数
のイベント通報通信信号が受信されると、１つのイベント通報通信信号に関する監視情報
画面は、前記通常のプレーンサイズで形成され、前記複数のイベント通報通信信号それぞ
れに対応する複数の監視情報画面は、前記所定の序列で互いに連結されてプレーンに形成
されるので、この複数のイベント通報通信信号が受信された場合のプレーンサイズは、複
数の監視情報画面の個数に応じたサイズとなる。このプレーンに形成された複数の監視情
報画面のうち、ＴＡ表示部３６の画面表示領域のサイズに応じた部分だけが、ＴＡ監視処
理部３２２における表示処理部３２２１の制御によって、ＴＡ入力部３５で受け付けた入
力操作に応じてＴＡ表示部３６に表示される。そして、ＴＡ表示部３６に表示されている
画面には、新たに受信したイベント通報通信信号にかかる監視情報の存在を表す符号であ
る新着監視情報表示がさらに表示される。
【００４６】
　ＴＡ監視情報記憶部３３２は、被監視者Ｏｂに対する監視に関する前記監視情報を記憶
するものであり、ＳＶ監視情報記憶部２３１と同様の前記監視情報を、ＳＶ監視情報記憶
部２３１と同様の、図４に示す監視情報テーブルＭＴ－ＴＡによってテーブル形式で記憶
する。
【００４７】
　ＴＡセンサ装置情報記憶部３３３は、センサ装置ＳＵに関する前記センサ装置情報を予
め記憶するものであり、管理サーバ装置ＳＶから前記センサ装置情報を受信することによ
って、ＳＶセンサ装置情報記憶部２３３と同様の前記センサ装置情報を記憶する。
【００４８】
　ＴＡ制御処理部３２は、携帯端末装置ＴＡの各部を当該各部の機能に応じてそれぞれ制
御し、被監視者Ｏｂに対する前記監視情報を受け付けて表示するための回路である。ＴＡ
制御処理部３２は、ＳＶ制御処理部２２と同様に、例えば、ＣＰＵおよびその周辺回路を
備えて構成される。ＴＡ制御処理部３２は、制御処理プログラムが実行されることによっ
て、端末側制御部（ＴＡ制御部）３２１、端末側監視処理部（ＴＡ監視処理部）３２２、
端末側音声通話処理部（ＴＡ音声通話処理部）３２３および端末側ストリーミング処理部
３２４を機能的に備え、ＴＡ監視処理部３２２は、表示処理部３２２１を機能的に備える
。
【００４９】
　ＴＡ制御部３２１は、携帯端末装置ＴＡの各部を当該各部の機能に応じてそれぞれ制御
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し、携帯端末装置ＴＡの全体制御を司るものである。
【００５０】
　ＴＡ監視処理部３２２は、被監視者Ｏｂに対する監視に関する所定の処理を実行するも
のである。より具体的には、ＴＡ監視処理部３２２は、管理サーバ装置ＳＶから再通報の
イベント通報通信信号を受信した場合に、この受信したイベント通報通信信号に収容され
た各情報（各データ）に基づき、被監視者Ｏｂに対する監視に関する前記監視情報をＴＡ
監視情報記憶部３３２に記憶（記録）する。そして、ＴＡ監視処理部３２２は、ＴＡ入力
部３５で所定の入力操作を受け付けると、その入力操作に応じた所定の処理を実行する。
より詳しくは、例えば、ＴＡ監視処理部３２２は、ＴＡ入力部３５で前記切換指示を受け
付けると、表示処理部３２２１によって、前記切換指示に応じた監視情報画面をＴＡ表示
部３６に表示する。また例えば、ＴＡ監視処理部３２２は、再通報されたイベント通報通
信信号にかかる被監視者Ｏｂに対する例えば救命、看護、介護および介助等の前記対応を
実行する意思がある旨（“対応する”）を当該携帯端末装置ＴＡに入力するための入力操
作を受け付けると（すなわち、前記対応意思を受け付けると）、表示処理部３２２１によ
って、被監視者Ｏｂに対し前記対応意思を受け付けた旨を通知するための通信信号である
対応通知通信信号を他の端末装置ＳＰ、ＴＡへ管理サーバ装置ＳＶを介して通報する。ま
た例えば、ＴＡ監視処理部３２２は、音声通話を要求するための入力操作をＴＡ入力部３
５から受け付けると、ＴＡ音声通話処理部３２３によって、センサ装置ＳＵへ音声通話を
要求してセンサ装置ＳＵとの間で音声通話を行い、その終了の入力操作をＴＡ入力部３５
から受け付けると、ＴＡ音声通話処理部３２３によって、センサ装置ＳＵへ音声通話の終
了を要求してセンサ装置ＳＵとの間での音声通話を終了する。また例えば、ＴＡ監視処理
部３２２は、ライブでの動画を要求するための入力操作をＴＡ入力部３５から受け付ける
と、ＴＡストリーミング処理部３２４によって、センサ装置ＳＵへ動画の配信を要求して
動画をＴＡ表示部３６に表示し、その終了の入力操作をＴＡ入力部３５から受け付けると
、ＴＡストリーミング処理部３２４によって、センサ装置ＳＵへ動画の配信の停止を要求
してＴＡ表示部３６での動画の表示を終了する。
【００５１】
　表示処理部３２２１は、管理サーバ装置ＳＶから再通報のイベント通報通信信号を受信
した場合に、この受信した再通報のイベント通報通信信号に収容された各情報に応じた画
面を所定の処理に従ってＴＡ表示部３６に表示するものである。より具体的には、表示処
理部３２２１は、１人の被監視者Ｏｂに関する監視情報を表す１つの監視情報画面がある
場合、この監視情報画面を表示画面記憶部３３１に記憶し、ＴＡ表示部３６に表示する。
表示処理部３２２１は、複数の被監視者Ｏｂそれぞれに関する各監視情報を表す複数の監
視情報画面がある場合、これら複数の監視情報画面を所定の序列で関係付けて表示画面記
憶部３３１に記憶し、前記複数の監視情報画面のうちの所定の画面をＴＡ表示部３６に表
示する。より詳しくは、本実施形態では、表示処理部３２２１は、これら複数の監視情報
画面を前記所定の序列で互いに連結してプレーンを形成して表示画面記憶部３３１に記憶
し、前記複数の監視情報画面のうちの所定の画面をＴＡ表示部３６に表示する。さらによ
り詳しくは、表示処理部３２２１は、ＴＡ通信ＩＦ部３１を介してイベント通報通信信号
の通報を新たに受信した場合、ＴＡ表示部３６に表示されている既存の表示内容を維持し
、この新たに受信したイベント通報通信信号にかかる監視情報の存在を表す符号である前
記新着監視情報表示（例えば二重丸マーク５３２（◎５３２；図６参照）等をＴＡ表示部
３６にさらに表示し、ＴＡ入力部３６で前記切換指示を受け付けた場合に、この新たに受
信したイベント通報通信信号の監視情報をＴＡ表示部３６に表示する。好ましくは、表示
処理部３２２１は、ＴＡ入力部３６で前記切換指示を受け付けた場合に、前記既存の表示
内容から前記新たに受信したイベント通報通信信号の監視情報までの間において、既に受
信している複数のイベント通報通信信号にかかる複数の監視情報を全て表示した後に、こ
の新たに受信したイベント通報通信信号の監視情報をＴＡ表示部３６に表示する。表示処
理部３２２１は、この新たに受信したイベント通報通信信号の監視情報をＴＡ表示部３６
に表示すると、前記新着監視情報表示５３２をＴＡ表示部３６から消去し、ＴＡ表示部３
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６に表示しない。表示処理部３２２１は、ＴＡ入力部３５で前記対応意思を受け付けた場
合に、前記対応意思を受け付けた被監視者Ｏｂの監視情報をＴＡ表示部３６に表示しない
。表示処理部３２２１は、ＴＡ入力部３５で前記対応意思を受け付けた場合に、被監視者
Ｏｂに対し前記対応意思を受け付けた旨を通知するための通信信号である前記対応通知通
信信号をＴＡ通信ＩＦ部３１から管理サーバ装置ＳＶへ送信し、対応意思を受け付けた被
監視者Ｏｂの監視情報を表示させないための通信信号である対応不要通知通信信号を受信
した場合に、この受信した対応不要通知通信信号にかかる被監視者Ｏｂの監視情報をＴＡ
表示部３６に表示しない。好ましくは、前記所定の序列は、本実施形態では、時系列順で
あり、表示処理部３２２１は、時系列順に順次に切り換える。
【００５２】
　ＴＡ音声通話処理部３２３は、ＴＡ音入出力部３４等を用いることでセンサ装置ＳＵと
の間で音声通話を例えばＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）によって行うものである。
【００５３】
　ＴＡストリーミング処理部３２４は、センサ装置ＳＵから動画の配信を受け、前記配信
を受けた動画をストリーミング再生でＴＡ表示部３６に表示するものである。
【００５４】
　このような携帯端末装置ＴＡは、例えば、いわゆるタブレット型コンピュータやスマー
トフォンや携帯電話機等の、持ち運び可能な通信端末装置によって構成可能である。
【００５５】
　次に、本実施形態の動作について説明する。このような構成の被監視者監視システムＭ
Ｓでは、各装置ＳＵ、ＳＶ、ＳＰ、ＴＡは、電源が投入されると、必要な各部の初期化を
実行し、その稼働を始める。管理サーバ装置ＳＶでは、その制御処理プログラムの実行に
よって、ＳＶ制御処理部２２には、ＳＵ制御部２２１およびＳＶ監視処理部２２２が機能
的に構成される。携帯端末装置ＴＡでは、その制御処理プログラムの実行によって、ＴＡ
制御処理部３２には、ＴＡ制御部３２１、ＴＡ監視処理部３２２、ＴＡ音声通話処理部３
２３およびＳＵストリーミング処理部３２４が機能的に構成され、ＴＡ監視処理部３２２
には、表示処理部３２２１が機能的に構成される。
【００５６】
　そして、上記構成の被監視者監視システムＭＳは、大略、次の動作によって、各被監視
者Ｏｂそれぞれを監視している。センサ装置ＳＵは、所定のサンプリング周期で画像をサ
ンプリングし、このサンプリングした画像に基づいて被監視者Ｏｂの状態（状況）を判定
し、この判定の結果、被監視者Ｏｂが予め設定された状態（例えば、本実施形態では、起
床、離床、転倒および転落）であると判定すると、前記検知行動情報に関するイベント通
報通信信号を管理サーバユニットＳＶへ送信する。
【００５７】
　管理サーバ装置ＳＶは、センサ装置ＳＵからイベント通報通信信号を受信すると、ＳＶ
制御処理部２２のＳＶ監視処理部２２２によって、この受信したイベント通報通信信号に
基づき、被監視者Ｏｂに対する監視に関する前記監視情報をＳＶ監視情報記憶部２３１に
記憶（記録）し、この受信したイベント通報通信信号を送信したセンサ装置ＳＵに対応す
る通報先通報先（再通報先、転送先、送信先）を装置間情報記憶部２３２に記憶された前
記通報先対応関係から選定（検索）し、この選定した端末装置ＳＰ、ＴＡへ前記イベント
通報通信信号をＳＶ通信ＩＦ部２１を介して送信（再通報）する。これによって被監視者
Ｏｂの状態（状況）が端末装置ＳＰ、ＴＡを介して例えば看護師や介護士等の監視者に報
知される。
【００５８】
　固定端末装置ＳＰおよび携帯端末装置ＴＡそれぞれは、前記再通報のイベント通報通信
信号を管理サーバ装置ＳＶから受信すると、この受信した再通報のイベント通報通信信号
に基づき、被監視者Ｏｂに対する監視に関する前記監視情報を記憶（記録）し、この受信
した再通報のイベント通報通信信号に収容された情報に応じた画面（監視情報画面）を所
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定の処理に従って表示する。携帯端末装置ＴＡによるこの画面を表示する動作については
、以下で詳述する。このような動作によって、被監視者監視システムＭＳは、各センサ装
置ＳＵ、管理サーバ装置ＳＶ、固定端末装置ＳＰおよび携帯端末装置ＴＡによって、大略
、各被監視者Ｏｂを監視している。
【００５９】
　次に、被監視者監視システムＭＳにおける、携帯端末装置ＴＡにおける画面表示の動作
について、説明する。図５は、実施形態の被監視者監視システムの携帯端末装置における
、検知結果の通報に関する動作を示すフローチャートである。図６は、実施形態の被監視
者監視システムの携帯端末装置における、表示画面記憶部の第１の記憶態様を説明するた
めの図である。図７は、実施形態の被監視者監視システムにおける、監視情報画面の消去
に関する動作を示すフローチャートである。図７（Ａ）は、管理サーバ装置ＳＶにおける
監視情報画面の消去に関する動作を示し、図７（Ｂ）は、携帯端末装置ＴＡにおける監視
情報画面の消去に関する動作を示す。図８は、実施形態の被監視者監視システムにおける
携帯端末装置に表示される待受け画面の一例を示す図である。図９は、実施形態の被監視
者監視システムにおける携帯端末装置に表示される、静止画を表示した監視情報画面の一
例を示す図である。図１０は、実施形態の被監視者監視システムにおける携帯端末装置に
表示される、動画を表示した監視情報画面の一例を示す図である。図１１は、互いに異な
る２以上のセンサ装置から通報を受けた、前記携帯端末装置に表示される監視情報画面の
一例を示す図である。
【００６０】
　図５において、携帯端末装置ＴＡは、電源が投入されて起動し、例えば看護師や介護士
等の監視者（ユーザ）によるログイン操作を受け付け、ＴＡ監視処理部３２２の表示処理
部３２２１によって、自機宛の通信信号を待ち受ける待受け画面をＴＡ表示部３６に表示
する（Ｓ１１）。この待受け画面５１は、例えば、図８に示すように、メニューバーを表
示するメニューバー領域５１１と、待ち受け中であることを表すメッセージ（例えば「通
知はありません」）およびアイコンを表示する待受けメイン領域５１２と、現在時刻を表
示する時刻領域５１３と、今日の年月日曜日を表示する年月日曜日領域５１４と、今、当
該携帯端末装置ＴＡにログインしているユーザ名を表示するユーザ名領域５１５とを備え
る。
【００６１】
　次に、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ制御部３２１によって、ＴＡ通信ＩＦ部３１で自機宛
の通信信号を受信したか否かを判断する（Ｓ１２）。この判断の結果、自機宛の通信信号
を受信していない場合（Ｎｏ）には、携帯端末装置ＴＡは、処理をＳ１１に戻し、前記判
断の結果、自機宛の通信信号を受信している場合（Ｙｅｓ）には、携帯端末装置ＴＡは、
次の処理Ｓ１３を実行する。
【００６２】
　この処理Ｓ１３では、自機宛の通信信号を受信すると、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ監視
処理部３２２によって、この受信した通信信号がイベント通報通信信号であるか否かを判
定する。この判定の結果、前記受信した通信信号がイベント通報通信信号ではない場合（
Ｎｏ）には、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ制御処理部３２によって、前記受信した通信信号
に応じた適宜な処理（一例では、後述の図７（Ｂ）に示す各処理）を実行し（Ｓ２６）、
この画面表示の動作を終了する。一方、前記判定の結果、前記受信した通信信号がイベン
ト通報通信信号である場合（Ｙｅｓ）には、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ監視処理部３２２
によって、前記受信したイベント通報通信信号に収容されているセンサＩＤ、イベント種
別（前記検知行動情報による行動の種類（本実施形態では起床、離床、転倒、転落）、イ
ベント時刻（または受信時刻）、静止画の画像データ（またはそのファイル名）および動
画を取得するための通信アドレスを、監視情報テーブルＭＴ－ＴＡに登録することで、こ
れらを互いに対応付けてＴＡ監視情報記憶部３３２に記憶し（Ｓ１４）、次の処理Ｓ１５
を実行する。なお、監視情報テーブルＭＴ－ＴＡに前記各情報を登録する際に、ＴＡ監視
処理部３２２は、その対応フィールド５６－ＴＡにはデフォルトのフラグ「０」を登録す
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る。
【００６３】
　この処理Ｓ１５では、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ監視処理部３２２によって、前記受信
したイベント通報通信信号に収容された監視情報にかかる被監視者Ｏｂ－Ｂと異なる被監
視者Ｏｂ－Ａにかかる監視情報を表示する他の監視情報画面５２－Ａ（監視情報画面５２
ａ（５２ｂ））が既に存在するか否かを判定し、次の処理Ｓ１６を実行する。なお、この
処理Ｓ１５の判定結果は、後述の処理Ｓ１７、処理Ｓ１８および処理Ｓ１９それぞれで用
いられる。より具体的には、ＴＡ監視処理部３２２は、前記受信したイベント通報通信信
号に収容されているセンサＩＤと異なるセンサＩＤが、対応フィールド５６－ＴＡにフラ
グ「０」を登録するレコードのセンサＩＤフィールド５１－ＴＡに登録されているか否か
を判定することによって、他の監視情報画面５２－Ａが既に存在するか否かを判定する。
この判定の結果、前記受信したイベント通報通信信号に収容されているセンサＩＤと異な
るセンサＩＤが、対応フィールド５６－ＴＡにフラグ「０」を登録するレコードのセンサ
ＩＤフィールド５１－ＴＡに登録されていない場合、異なるセンサＩＤの監視情報通画面
５２－Ａが存在していないと判定し（Ｎｏ）、携帯端末装置ＴＡは、次の処理Ｓ１６を実
行し、一方、前記判定の結果、前記受信したイベント通報通信信号に収容されているセン
サＩＤと異なるセンサＩＤが、対応フィールド５６－ＴＡにフラグ「０」を登録するレコ
ードのセンサＩＤフィールド５１－ＴＡに登録されている場合、異なるセンサＩＤの監視
情報画面５２－Ａが既に存在していると判定し（Ｙｅｓ）、携帯端末装置ＴＡは、次の処
理Ｓ１６を実行する。
【００６４】
　この処理Ｓ１６では、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ監視処理部３２２によって、前記受信
したイベント通報通信信号に収容されている監視情報が監視情報画面５２ａ（５２ｂ）の
存在しているセンサ装置ＳＵに関する監視情報であるか否かを判定する。より具体的には
、ＴＡ監視処理部３２２は、前記受信したイベント通報通信信号に収容されているセンサ
ＩＤと同じセンサＩＤを収容したイベント通報通信信号を、前記受信したイベント通報通
信信号より前に（過去に）既に受信し、この既に受信したイベント通報通信信号の監視情
報画面５２ａ（５２ｂ）が表示のために作成されている否かを判定する。より詳しくは、
ＴＡ監視処理部３２２は、前記受信したイベント通報通信信号に収容されているセンサＩ
Ｄと同じセンサＩＤが、対応フィールド５６－ＴＡにフラグ「０」を登録するレコードの
センサＩＤフィールド５１－ＴＡに登録されているか否かを判定することによって、前記
既に受信し、この既に受信したイベント通報通信信号の監視情報画面５２ａ（５２ｂ）が
表示のために作成されている否かを判定する。この判定の結果、前記受信したイベント通
報通信信号に収容されているセンサＩＤと同じセンサＩＤが、対応フィールド５６－ＴＡ
にフラグ「０」を登録するレコードのセンサＩＤフィールド５１－ＴＡに登録されていな
い場合、同じセンサＩＤのイベント通報通信信号を既に受信していないと判定し（Ｎｏ）
、携帯端末装置ＴＡは、処理Ｓ１７を実行し、一方、前記判定の結果、前記受信したイベ
ント通報通信信号に収容されているセンサＩＤと同じセンサＩＤが、対応フィールド５６
－ＴＡにフラグ「０」を登録するレコードのセンサＩＤフィールド５１－ＴＡに登録され
ている場合、同じセンサＩＤのイベント通報通信信号を既に受信していると判定し（Ｙｅ
ｓ）、携帯端末装置ＴＡは、処理Ｓ１８を実行する。
【００６５】
　この処理Ｓ１７では、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ監視処理部３２２の表示処理部３２２
１によって、前記受信したイベント通報通信信号に収容されている各情報（各データ）に
従った監視情報画面５２ａを新たに表示画面記憶部３３１に形成して記憶する。
【００６６】
　この監視情報画面５２ａは、被監視者Ｏｂの監視に関する前記監視情報を表示するため
の画面である。前記監視情報画面５２ａは、例えば、図９に示すように、メニューバー領
域５１１と、センサＩＤのセンサ装置ＳＵの配設場所および前記センサＩＤの前記センサ
装置ＳＵによって監視される被監視者Ｏｂの名前を表示する被監視者名領域５２１と、イ
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ベント時刻（または受信時刻）からの経過時間および前記検知行動情報によって表される
検知結果を象徴的に表すアイコンを表示するアイコン領域５２２と、前記センサＩＤの前
記センサ装置ＳＵによって撮像された画像（ここでは静止画）を表示する画像領域５２３
ａと、「対応する」ボタン５２４と、「話す」ボタン５２５と、「ＬＩＶＥを見る」ボタ
ン５２６とを備える。「対応する」ボタン５２４は、前記センサＩＤの前記センサ装置Ｓ
Ｕによって監視される被監視者Ｏｂに対する例えば救命、看護、介護および介助等の前記
対応（対処、応対）を実行する意思（対応意思、対処意思、応対意思）が当該携帯端末装
置ＴＡのユーザにあることを当該携帯端末装置ＴＡに入力するためのボタンである。「話
す」ボタン５２５は、音声通話を要求するためのボタンであって、前記センサＩＤの前記
センサ装置ＳＵと当該携帯端末装置ＴＡとをネットワークＮＷを介して通話可能に接続す
る指示を入力するためのボタンである。「ＬＩＶＥを見る」ボタン５２６は、ライブでの
動画を要求するためのボタンであって、前記センサＩＤの前記センサ装置ＳＵによって撮
像される動画を表示させる指示を入力するためのボタンである。
【００６７】
　前記受信したイベント通報通信信号に収容されている各情報に従った監視情報画面５２
ａを作成するために、表示処理部３２２１は、前記受信したイベント通報通信信号に収容
されているセンサＩＤに対応する配設場所および被監視者名をＴＡセンサ装置情報記憶部
３３３から前記センサＩＤを検索キーとして検索し、前記受信したイベント通報通信信号
に収容されているイベント時刻（またはその受信時刻）からの経過時間を求め、前記受信
したイベント通報通信信号に収容されている前記検知行動情報によって表される検知結果
に対応するアイコンをＴＡ記憶部３３から前記検知結果を検索キーとして検索する。なお
、各検知結果（本実施形態では起床、離床、転倒および転落）に対応する各アイコンは、
各検知結果に対応付けられてＴＡ記憶部３３に予め記憶される。そして、表示処理部３２
２１は、メニューバーをメニューバー領域５１１に表示し、前記検索した配設場所および
被監視者名を被監視者名領域５２１に表示し、前記求めた経過時間および前記検索したア
イコンをアイコン領域５２２に表示し、前記受信したイベント通報通信信号に収容されて
いる画像（静止画）を画像領域５２３ａに表示し、「対応する」ボタン５２４、「話す」
ボタン５２５、および、「ＬＩＶＥを見る」ボタン５２６を表示することで監視情報画面
５２ａを表示画面記憶部３３１に形成して記憶する。
【００６８】
　そして、このように新たな監視情報画面５２ａを形成すると、表示処理部３２２１は、
前記処理Ｓ１５における判定の結果、異なるセンサＩＤの監視情報画面等５２－Ａが既に
存在している場合には、前記新たに形成した監視情報画面５２ａ－Ｂと前記既に存在して
いる監視情報画面等５２－Ａとを前記所定の序列で関連付けて表示画面記憶部３３１に記
憶する。より具体的には、表示処理部３２２１は、前記新たに形成した監視情報画面５２
ａ－Ｂを、前記既に存在している監視情報画面等５２－Ａに対し、ＴＡ表示部３６に表示
された場合の上下方向に時系列に連結してプレーンに形成する。
【００６９】
　図５に戻って、処理Ｓ１８では、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ監視処理部３２２の表示処
理部３２２１によって、前記受信したイベント通報通信信号に収容されている各情報（各
データ）に従って監視情報画面５２ａ（５２ａ－Ｂ）を更新し、表示画面記憶部３３１に
形成して記憶する。
【００７０】
　前記受信したイベント通報通信信号に収容されている各情報に従って監視情報画面５２
ａ－Ｂを更新するために、表示処理部３２２１は、前記受信したイベント通報通信信号に
収容されているイベント時刻（または受信時刻）からの経過時間を求め、前記受信したイ
ベント通報通信信号に収容されている前記検知行動情報によって表される検知結果に対応
するアイコンをＴＡ記憶部３３から前記検知結果を検索キーとして検索する。そして、表
示処理部３２２１は、既に存在している監視情報画面５２ａ－Ｂに対し、前記求めた経過
時間および前記検索したアイコンをアイコン領域５２２に表示し、前記受信したイベント
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通報通信信号に収容されている画像（静止画）を画像領域５２３ａに表示することで監視
情報画面５２ａ－Ｂを更新し、表示画面記憶部３３１に記憶（形成）する。ここで、アイ
コン領域５２２には、既に受信していたイベント通報通信信号に収容された検知結果に応
じてアイコンが表示されているので、今般の前記検索したアイコンは、この既に表示され
ているアイコンに対して時系列に並べられてアイコン領域５２２に表示される。例えば、
被監視者Ｏｂの判定結果「起床」が報知された後に、その判定結果「離床」が報知された
場合、図９に示す、被監視者Ｏｂの検知結果「起床」を表すアイコンがアイコン領域５２
２に表示されている監視情報画面５２ａは、被監視者Ｏｂの検知結果「離床」を表すアイ
コンが前記検知結果「起床」を表すアイコンに対する紙面左隣に並べてアイコン領域５２
２に表示されて更新される。
【００７１】
　そして、このように監視情報画面５２ａ－Ｂを更新して形成すると、処理Ｓ１７と同様
に、表示処理部３２２１は、前記処理Ｓ１５における判定の結果、異なるセンサＩＤの監
視情報画面５２－Ａが既に存在している場合には、前記更新して形成した監視情報画面５
２ａ－Ｂと前記既に存在している監視情報画面５２－Ａとを前記所定の序列で関連付けて
表示画面記憶部３３１に記憶する。より具体的には、表示処理部３２２１は、前記更新し
て形成した監視情報画面５２ａ－Ｂを、前記既に存在している監視情報画面５２－Ａに対
し、ＴＡ表示部３６に表示された場合の上下方向に時系列に連結してプレーンに形成する
。なお、表示処理部３２２１は、既存の時系列の関連付け（時系列の連結）を維持してこ
れらを時系列に関連付けて良く、また、前記受信したイベント通報通信信号に基づいて新
たな時系列で関連付けてこれらを再編しても良い。
【００７２】
　上述の処理Ｓ１７の次に、または、処理Ｓ１８の次に、表示処理部３２２１は、監視情
報画面５２ａを表示する所定の処理を実行する（Ｓ１９）。より具体的には、表示処理部
３２２１は、前記処理Ｓ１５における判定の結果、異なるセンサＩＤの監視情報画面５２
－Ａが既に存在していない場合（すなわち、処理Ｓ１７または処理Ｓ１８による１つの監
視情報画面５２ａが存在する場合）には、処理Ｓ１７で新たに作成した新規の監視情報画
面５２ａを、または、処理Ｓ１８で更新した更新の監視情報画面５２ａを、ＴＡ表示部３
６に表示する。一方、表示処理部３２２１は、前記処理Ｓ１５における判定の結果、異な
るセンサＩＤの監視情報画面５２－Ａが既に存在している場合（すなわち、互いに異なる
複数の被監視者Ｏｂそれぞれに関する各監視情報を表す複数の監視情報画面５２ａが存在
する場合）には、ＴＡ表示部３６に表示されている既存の表示内容を維持し、この既存の
表示内容に前記新着監視情報表示５３２をさらに表示する。
【００７３】
　一例では、図６において、複数の監視情報画面５２－Ｐ１が存在する場合に、時刻Ｔ０
において、新たにイベント通報通信信号を受信すると、携帯端末装置ＴＡは、処理Ｓ１３
、処理Ｓ１４、処理Ｓ１５、処理Ｓ１６および処理Ｓ１７を実行することで、この新たに
受信したイベント通報通信信号に対応した監視情報画面５２ａ－Ｔ０を形成し、この新た
に形成した監視情報画面５２ａ－Ｔ０を、前記既に存在している監視情報画面５２－Ｐに
対しＴＡ表示部３６に表示された場合の上下方向に時系列に連結してプレーンＰＬａを形
成し、表示画面記憶部３３１に記憶する。前記複数の監視情報画面５２－Ｐ１は、過去の
時刻Ｔｋにかかる監視情報画面５２ａ－Ｔｋを含む複数の監視情報画面５２－Ｐ０に対し
過去の時刻Ｔ４にかかる監視情報画面５２ａ－Ｔ４をＴＡ表示部３６に表示された場合の
上下方向に時系列に連結し、この監視情報画面５２ａ－Ｔ４に対し過去の時刻Ｔ３にかか
る監視情報画面５２ａ－Ｔ３をＴＡ表示部３６に表示された場合の上下方向に時系列に連
結し、この監視情報画面５２ａ－Ｔ３に対し過去の時刻Ｔ２にかかる監視情報画面５２ａ
－Ｔ２をＴＡ表示部３６に表示された場合の上下方向に時系列に連結し、そして、この監
視情報画面５２ａ－Ｔ２に対し過去の時刻Ｔ１にかかる監視情報画面５２ａ－Ｔ１をＴＡ
表示部３６に表示された場合の上下方向に時系列に連結してプレーンを形成することで構
成されている。なお、過去＜時刻Ｔｋ＜・・・＜時刻Ｔ４＜時刻Ｔ３＜時刻Ｔ２＜時刻Ｔ
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１＜時刻Ｔ０＜現在の時系列である。そして、携帯端末装置ＴＡは、処理Ｓ１９を実行す
ることで、ＴＡ表示部３６に表示されている既存の表示内容を維持し、この既存の表示内
容に前記新着監視情報表示５３２をさらに表示する。図６に示す例では、過去の時刻Ｔ４
にかかる監視情報画面５２ａ－Ｔ４がＴＡ表示部３６に表示されており、処理Ｓ１９では
、この監視情報画面５２ａ－Ｔ４の表示が維持され、この監視情報画面５２ａ－Ｔ４に前
記新着監視情報表示５３２がさらに表示される。
【００７４】
　次に、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ制御処理部３２によって、ＴＡ入力部３５およびＴＡ
表示部３６を備えて成るタッチパネルで入力操作を受け付けたか否かを判定する（Ｓ２０
）。この判定の結果、入力操作を受け付けていない場合（Ｎｏ）には、携帯端末装置ＴＡ
は、処理を処理Ｓ２１に戻し、一方、前記判定の結果、入力操作を受け付けている場合に
は、携帯端末装置ＴＡは、次の処理Ｓ２１を実行する。
【００７５】
　この処理Ｓ２１では、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ制御処理部３２によって、入力操作の
内容に応じた適宜な処理を実行し、この画面表示の動作を終了する。
【００７６】
　例えば、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ制御処理部３２によって、「ＬＩＶＥを見る」ボタ
ン５２６の入力操作を受け付けると、ＴＡストリーミング処理部３２４によって、現在、
ＴＡ表示部３６に表示している被監視者Ｏｂを監視するセンサ装置ＳＵへ、ライブでの動
画の配信を要求する旨等の情報を収容した通信信号（動画配信要求通信信号）を送信し、
これに応じたセンサ装置ＳＵとネットワークＮＷを介して動画のダウンロード可能に接続
し、前記センサ装置ＳＵからライブでの動画の配信を受け、この配信を受けた動画をスト
リーミング再生でＴＡ表示部３６に表示する。このライブでの動画を表示する監視情報画
面５２ｂは、例えば、図１０に示すように、図９に示す監視情報画面５２ａにおいて、静
止画を表示する画像領域５２３ａに代え動画を表示する画像領域５２３ｂを備え、そして
、「ＬＩＶＥを見る」ボタン５２６に代え「ＬＩＶＥ終了」ボタン５２８を備えて構成さ
れる。「ＬＩＶＥ終了」ボタン５２８は、動画の終了を要求するためのボタンであって、
前記センサＩＤの前記センサ装置ＳＵによって撮像される動画の配信を終了（停止）させ
表示を終了（停止）させる指示を入力するためのボタンである。
【００７７】
　また例えば、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ制御処理部３２によって、「ＬＩＶＥ終了」ボ
タン５２８の入力操作を受け付けると、ＴＡストリーミング処理部３２４によって、現在
、ＴＡ表示部３６に表示している被監視者Ｏｂを監視するセンサ装置ＳＵへ、動画配信の
終了を要求する旨等の情報を収容した通信信号（動画配信終了通信信号）を送信し、静止
画を表示する監視情報画面５２ａをＴＡ表示部３６に表示する。
【００７８】
　また例えば、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ制御処理部３２によって、「話す」ボタン５２
５の入力操作を受け付けると、ＴＡ音声通話処理部３２３によって、ＴＡ表示部３６に表
示している被監視者Ｏｂを監視するセンサ装置ＳＵへ、音声通話を要求する旨等の情報を
収容した通信信号（通話要求通信信号）を送信し、これに応じたセンサ装置ＳＵとネット
ワークＮＷを介して音声通話可能に接続する。これによって携帯端末装置ＴＡとセンサ装
置ＳＵとの間で音声通話が可能となる。
【００７９】
　また例えば、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ制御処理部３２によって、音声通話の終了の指
示を入力するためのボタンである図略の「終了」ボタンの入力操作を受け付けると、ＴＡ
音声通話処理部３２３によって、ＴＡ表示部３６に表示している被監視者Ｏｂを監視する
センサ装置ＳＵへ、音声通話の終了を要求する旨等の情報を収容した通信信号（通話終了
通信信号）を送信する。
【００８０】
　また例えば、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ制御処理部３２によって、「対応する」ボタン
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５２４の入力操作を受け付けると（すなわち、前記対応意思を受け付けると）、現在、Ｔ
Ａ表示部３６に表示している被監視者Ｏｂの監視情報に対応するセンサＩＤをセンサＩＤ
フィールド５１－ＴＡに登録しているレコードにおける、対応フィールド５６－ＴＡにフ
ラグ「１」を登録し、表示処理部３２２１によって、この被監視者Ｏｂの監視情報をＴＡ
表示部３６に表示しない。より具体的には、表示処理部３２２１は、この被監視者Ｏｂの
監視情報を表示する監視情報画面５２ａを表示画面記憶部３３１から消去することで、こ
の被監視者Ｏｂの監視情報をＴＡ表示部３６に表示しない。より詳しくは、表示処理部３
２２１は、この被監視者Ｏｂの監視情報を表示する監視情報画面５２ａのみが存在する場
合、この監視情報画面５２ａを表示画面記憶部３３１から消去し、待受け画面５１をＴＡ
表示部３６に表示する。一方、表示処理部３２２１は、複数の監視情報画面５２ａが存在
する場合、この監視情報画面５２ａを表示画面記憶部３３１から消去し、残余の監視情報
画面５２ａで、ＴＡ表示部３６に表示された場合の上下方向に時系列に連結することでプ
レーンに形成して表示画面記憶部３３１し、所定の監視情報画面５２ａをＴＡ表示部３６
に表示する。例えば、この消去した監視情報画面５２ａに時間的に直近する監視情報画面
５２ａ（この消去した監視情報画面５２ａを形成した直後に受信したイベント通報通信信
号にかかる監視情報画面５２ａ、または、消去した監視情報画面５２ａを形成する直前に
受信したイベント通報通信信号にかかる監視情報画面５２ａ）がＴＡ表示部３６に表示さ
れる。また例えば、残余の監視情報画面５２ａの中で最も過去に受信したイベント通報通
信信号にかかる監視情報画面５２ａがＴＡ表示部３６に表示される。また例えば、残余の
監視情報画面５２ａの中で最新に受信したイベント通報通信信号にかかる監視情報画面５
２ａがＴＡ表示部３６に表示される。そして、表示処理部３２２１は、当該携帯端末装置
ＴＡにログインしている監視者（ユーザ）が、この消去した監視情報画面５２ａの被監視
者Ｏｂに対し例えば看護等の前記対応を実行する意思（対応意思）があり、その前記対応
意思を受け付けた旨を通知するための通信信号（対応通知通信信号）を、管理サーバ装置
ＳＶへ送信する。この対応通知通信信号には、前記対応意思を受け付けたことを表す情報
（対応意思受付情報）、前記対応の対象を表す情報として、この消去した監視情報画面５
２ａの監視情報に対応するセンサＩＤ、および、前記対応を実行する主体を表す情報とし
て、当該携帯端末装置ＴＡの端末ＩＤ等が収容される。前記端末ＩＤは、ＴＡ記憶部３３
から取得される。
【００８１】
　また例えば、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ制御処理部３２によって、ＴＡ入力部３５およ
びＴＡ表示部３６を備えて構成される前記タッチパネルに対し所定の方向に沿って行われ
る「フリック」の入力操作を受け付けると、表示処理部３２２１によって、フリック元に
表示されている別監視情報画面表示５３１に対応する監視情報画面５２の表示へ移行して
表示する。前記「フリック」は、前記切換指示入力の一例に対応する。この別監視情報画
面表示５３１（５３１ａ、５３１ｂ）は、ＴＡ表示部３６に表示されている監視情報画面
５２ａ－Ａの他に監視情報画面５２ａ－Ｂが存在していることを表す表示であり、例えば
、本実施形態では、図１１に示すように、三角マーク（△５３１ａ、▽５３１ｂ）等であ
る。例えば、ＴＡ表示部３６の表示画面において、上から下へ「フリック」すると、フリ
ック元に表示されている別監視情報画面表示５３１に対応する監視情報画面５２ａ－Ｂの
表示へ、表示中の監視情報画面等５２ａ－Ａから移行して監視情報画面５２ａ－Ｂが表示
される。より詳しくは、例えば、図１１に示すように、複数のイベント通報通信信号が受
信され、これらに対応した複数の監視情報画面５２ａが存在する場合において、表示処理
部３２２１は、第１の監視情報画面５２ａ－ｔ２より前の時刻に関する第２の監視情報画
面５２ａ－ｔ１がある場合には、第１の監視情報画面５２ａ－ｔ２と第２の監視情報画面
５２ａ－ｔ１とを時系列に関係付けて表示画面記憶部３３１に記憶し、第１の監視情報画
面５２ａ－ｔ２より後の時刻に関する第３の監視情報画面５２ａ－ｔ３がある場合には、
第１の監視情報画面５２ａ－ｔ２と第３の監視情報画面５２ａ－ｔ３とを時系列に関係付
けて表示画面記憶部３３１に記憶する。そして、表示処理部３２２１は、第１の監視情報
画面５２ａ－ｔ２をＴＡ表示部３６に表示している際に、第２の監視情報画面５２ａ－ｔ
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１の存在を表す第１別監視情報画面表示５３１ａを、第１の監視情報画面５２ａ－ｔ２に
おける一方端（図１１に示す例では上方端）に表示し、第３の監視情報画面５２ａ－ｔ３
の存在を表す第２別監視情報画面表示５３１ｂを、第１の監視情報画面５２ａ－ｔ２にお
ける他方端（図１１に示す例では下方端）に表示し、「フリック」の入力操作を受け付け
ると、フリック元に表示されている別監視情報画面表示５３１（５３１ａ、５３１ｂ）に
対応する監視情報画面５２ａの表示へ移行して表示する。より詳しくは、前記タッチパネ
ルに対し下から上に向かう一方方向に沿って行われる第１フリックが行われると、表示処
理部３２２１は、ＴＡ表示部３６に表示される第１の監視情報画面５２ａ－ｔ２を、古い
方から新しい方へ向かう順方向で切り換えるべく、第３の監視情報画面５２ａ－ｔ３に切
り換えてＴＡ表示部３６に表示し、一方、前記一方方向の逆方向である、前記タッチパネ
ルに対し上から下に向かう他方方向に沿って行われる第２フリックが行われると、表示処
理部３２２１は、ＴＡ表示部３６に表示される第１の監視情報画面５２ａ－ｔ２を、新し
い方から古い方へ向かう逆方向で切り換えるべく、第２の監視情報画面５２ａ－ｔ１に切
り換えてＴＡ表示部３６に表示する。このように本実施形態では、複数の監視情報画面５
２ａが時系列に関係付けて表示画面記憶部３３１に記憶されているので、いわゆるフリッ
ク操作で、複数の検知結果を古い方から新しい方へ向かう順方向または新しい方から古い
方へ向かう逆方向で順次にＴＡ表示部３６に表示できる。
【００８２】
　また、一例では、上述した図６に示す場合では、新着監視情報表示５３２を含む過去の
監視情報画面５２ａ－Ｔ４が携帯端末装置ＴＡのＴＡ表示部３６に表示されている場合に
、この新着監視情報表示５３２にかかる最新の監視情報画面５２ａ－Ｔ０を表示すべく、
前記タッチパネルに対し下から上に向かう一方方向に沿って行われる第１フリックが行わ
れる。この第１フリックが行われると、既表示の過去の監視情報画面５２ａ－Ｔ４から、
過去の監視情報画面５２ａ－Ｔ３、過去の監視情報画面５２ａ－Ｔ２および過去の監視情
報画面５２ａ－Ｔ１それぞれに、古い方から新しい方へ向かう順方向で順次に切り換えら
れ、その後に、最新の監視情報画面５２ａ－Ｔ０がＴＡ表示部３６に表示され、そして、
新着監視情報表示５３２がＴＡ表示部３６から消去される。このように既表示の過去の監
視情報画面５２ａ－Ｔ４から最新の監視情報画面５２ａ－Ｔ０までの間において、既に受
信している複数のイベント通報通信信号にかかる複数の監視情報画面５２ａ－Ｔ３～５２
ａ－Ｔ１全てを表示した後に、この新たに受信したイベント通報通信信号の最新の監視情
報画面５２ａ－Ｔ０がＴＡ表示部３６に表示される。
【００８３】
　次に、被監視者監視システムＭＳにおける、携帯端末装置ＴＡにおける画面表示消去の
動作について、説明する。
【００８４】
　図７（Ａ）において、管理サーバ装置ＳＶは、ＳＶ制御部２２１によって、ＳＶ通信Ｉ
Ｆ部２１で自機宛の通信信号を受信すると（Ｓ３１）、ＳＶ監視処理部２２２によって、
この受信した通信信号の種別を判定する（Ｓ３２）。この判定の結果、管理サーバ装置Ｓ
Ｖは、前記受信した通信信号が対応通知通信信号である場合（対応通知）には処理Ｓ３３
を実行し、前記受信した通信信号が対応通知通信信号ではない場合（その他）には処理Ｓ
３４を実行する。
【００８５】
　この処理Ｓ３３では、管理サーバ装置ＳＶは、ＳＶ監視処理部２２２によって、前記受
信した対応通知通信信号に収容されたセンサＩＤをセンサＩＤフィールド５１－ＳＶに登
録しているレコードにおける、対応フィールド５６－ＳＶにフラグ「１」を登録し、前記
処理Ｓ３１で受信した対応通知通信信号によって対応意思を受け付けた被監視者Ｏｂの監
視情報を表示させないための通信信号である対応不要通知通信信号をＳＶ通信ＩＦ部２１
を介して同報通信で送信し、この画面表示消去の動作を終了する。前記対応不要通知通信
信号には、消去対象の監視情報画面５２ａ（５２ｂ）を特定するために、前記処理Ｓ３１
で受信した対応通知通信信号に収容されたセンサＩＤ、前記センサＩＤに対応したセンサ
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装置ＳＵに関わる監視情報画面５２ａ（５２ｂ）の消去を指示（指令、命令）する旨を表
す情報（コマンド、監視情報画面消去指示情報、監視情報画面消去コマンド）、および、
当該監視情報画面消去通信信号を受信した端末装置ＳＰ、ＴＡにおける対応フィールド５
６－ＳＶにフラグ「１」を登録させるために、対応意思受付情報等が収容される。
【００８６】
　この処理Ｓ３４では、管理サーバ装置ＳＶは、ＳＶ制御処理部２２によって、前記受信
した通信信号に応じた適宜な処理を実行し、この画面表示消去の動作を終了する。
【００８７】
　この対応不要通知通信信号を受信した携帯端末装置ＴＡは、次のように動作する。
【００８８】
　図５の処理Ｓ２６の一例として、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ監視処理部３２２によって
、この受信した通信信号の種別を判定する（Ｓ４１）。この判定の結果、携帯端末装置Ｔ
Ａは、前記受信した通信信号が対応不要通知通信信号である場合（対応不要）には処理Ｓ
４２を実行し、前記受信した通信信号が対応不要通知通信信号ではない場合（その他）に
は処理Ｓ４３を実行する。
【００８９】
　この処理Ｓ４２では、携帯端末装置ＴＡは、まず、ＴＡ監視処理部３２２によって、前
記受信した対応不要通知通信信号に収容されているセンサＩＤのセンサ装置ＳＵに関わる
監視情報画面５２ａ（５２ｂ）が存在するか否かを判定する。この判定の結果、監視情報
画面５２ａ（５２ｂ）が存在しない場合には、ＴＡ監視処理部３２２は、この画面表示消
去の動作を終了する。一方、前記判定の結果、監視情報画面５２ａ（５２ｂ）が存在する
場合には、ＴＡ監視処理部３２２は、前記受信した対応不要通知通信信号に収容されてい
るセンサＩＤをセンサＩＤフィールド５１－ＴＡに登録しているレコードにおける、対応
フィールド５６－ＴＡにフラグ「１」を登録し、前記受信した対応不要通知通信信号にか
かる被監視者Ｏｂの監視情報をＴＡ表示部３６に表示しない。より詳しくは、表示処理部
３２２１は、上述した「対応する」ボタン５２４の入力操作を受け付けた場合と同様に、
前記受信した対応不要通知通信信号に収容されているセンサＩＤのセンサ装置ＳＵに関わ
る監視情報画面５２ａ（５２ｂ）をＴＡ記憶部３３の表示画面記憶部３３１から消去する
ことで、この被監視者Ｏｂの監視情報をＴＡ表示部３６に表示しない。なお、表示画面記
憶部３３１が複数の監視情報画面５２ａを記憶している場合には、この監視情報画面５２
ａ（５２ｂ）の消去によって、この消去された監視情報画面５２ａ（５２ｂ）の前後に形
成されている監視情報画面５２ａが連結される。これによって「対応する」ボタン５２４
を受け付けた監視情報画面５２ａ（５２ｂ）が、各携帯端末装置ＴＡにおいて、消去され
、この対応不要通知通信信号にかかる被監視者Ｏｂの監視情報がＴＡ表示部３６に表示さ
れない。そして、表示処理部３２２１は、この画面表示消去の動作を終了する。
【００９０】
　この処理Ｓ４３では、携帯端末装置ＴＡは、ＴＡ制御処理部３２によって、前記受信し
た通信信号に応じた適宜な処理を実行し、この画面表示消去の動作を終了する。
【００９１】
　以上説明したように、本実施形態における被監視者監視システムＭＳ、前記表示装置の
一例である端末装置ＳＰ、ＴＡおよびこれに実装された方法では、センサ装置ＳＵが被監
視者Ｏｂにおける所定の行動を検知すると、センサ装置ＳＵから前記中央処理装置の一例
である管理サーバ装置ＳＶを介して検知結果の通報が例えば携帯端末装置ＴＡで新たに受
信される。この際に、表示処理部３２２１は、ＴＡ表示部３６に表示されている既存の表
示内容を維持し、この新たに受信した前記検知結果の存在を表す符号の一例として前記新
着監視情報表示５３２をＴＡ表示部３６にさらに表示し、ＴＡ入力部で切換指示入力の一
例である前記「フリック」を受け付けた場合に前記新たに受信した検知結果をＴＡ表示部
３６に表示する。したがって、既存の表示内容が前記新たに受信した検知結果に対し優先
的にＴＡ表示部３６に表示されるので、上記被監視者監視システムＭＳ、端末装置ＳＰ、
ＴＡおよび上記方法では、既通知にかかる患者等に対する対応（対処、応対）をより確実
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に促すことができる。また、このように既存の表示内容が維持されても、前記新たに受信
した前記検知結果の存在を表す前記新着監視情報表示５３２がＴＡ表示部３６にさらに表
示されるので、例えば監視者等のユーザは、前記新たに受信した前記検知結果の存在を認
識できる。
【００９２】
　被監視者監視システムＭＳでは、被監視者Ｏｂに所定の状況が生じた場合に監視者に被
監視者Ｏｂに対する対応（対処、応対）を促すことを１つの目的として、被監視者Ｏｂに
おける所定の行動が検知および通報され、その表示が実行されている。上記被監視者監視
システムＭＳ、端末装置ＳＰ、ＴＡおよび上記方法では、例えばＴＡ入力部３５から前記
「対応する」ボタン５２４の入力操作によって前記対応意思を受け付けた場合に、表示処
理部３２２１が上述のように動作するので、前記目的の達成によって表示の必要のない、
前記対応意思を受け付けた被監視者Ｏｂの検知結果をＴＡ表示部３６に表示しないように
できる。
【００９３】
　上記被監視者監視システムＭＳ、端末装置ＳＰ、ＴＡおよび上記方法では、前記対応通
知通信信号が送信され、対応不要通知通信信号が受信されるので、複数の携帯端末装置Ｔ
Ａのうちの少なくともいずれかにおけるＴＡ入力部３５から前記「対応する」ボタン５２
４の入力操作によって前記対応意思を受け付けると、複数の端末装置ＳＰ、ＴＡ全てで、
前記目的の達成によって表示の必要のない、前記対応意思を受け付けた被監視者Ｏｂの検
知結果をＴＡ表示部３６に表示しないようにでき、このような検知結果の非表示に関し、
前記複数の端末装置ＳＰ、ＴＡを連携（同期）できる。
【００９４】
　なお、上述の実施形態において、複数のイベント通報通信信号を受信し、前記対応意思
を受け付けていない未対応の複数の監視情報画面５２ａが存在する場合に、端末装置ＳＰ
、ＴＡは、表示中の監視情報画面５２ａを含む前記複数の監視情報画面５２ａにおける総
数（総件数）、あるいは、表示中の監視情報画面５２ａを除く前記複数の監視情報画面５
２ａにおける総数（待機件数）を表示するように構成されても良い。例えば、携帯端末装
置ＴＡは、表示処理部３２２１によって、表示中の監視情報画面５２ａに対し第１別監視
情報画面表示５３１ａ側に連結されている監視情報画面５２ａの待機件数を前記第１別監
視情報画面表示５３１ａに近接してＴＡ表示部３６に表示し、前記表示中の監視情報画面
５２ａに対し第２別監視情報画面表示５３１ｂ側に連結されている監視情報画面５２ａの
待機件数を前記第２別監視情報画面表示５３１ｂに近接してＴＡ表示部３６に表示する。
一例では、図６に示す例では、表示処理部３２２１は、待機件数「４」を前記第２別監視
情報画面表示５３１ｂに近接してＴＡ表示部３６に表示する。
【００９５】
　また、上述の実施形態では、センサ装置ＳＵ（センサＩＤ）と監視情報画面５２ａとは
、１対１で対応し、同一のセンサ装置ＳＵ（センサＩＤ）から通報されたイベント通報通
信信号にかかる監視情報画面５２ａは、イベント通報通信信号の受信に応じて更新される
ことで、１つであったが、イベント通報通信信号の受信ごとに監視情報画面５２ａが作成
され、時系列でプレーンに形成され、表示画面記憶部３３１に記憶されても良い。この場
合、上述の処理Ｓ１６および処理Ｓ１８が省略され、処理Ｓ１６から処理Ｓ１７を介して
処理Ｓ１９が実行される。
【００９６】
　図１２は、実施形態の被監視者監視システムの携帯端末装置における、表示画面記憶部
の第２の記憶態様を説明するための図である。図１３は、実施形態の被監視者監視システ
ムの携帯端末装置における、表示画面記憶部の第３の記憶態様を説明するための図である
。
【００９７】
　このような場合に、複数の監視情報画面５２ａは、単にイベント時刻順（または受信時
刻順）に時系列で連結されてプレーンを形成し、表示画面記憶部３３１に記憶され、ＴＡ
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入力部３５で受け付けた前記切換指示（上述の例では「フリック」）に応じて、この時系
列順にＴＡ表示部３６に表示されても良いが、プレーンの形成方法およびその表示方法は
、これに限定されるものではなく、適宜に変形できる。
【００９８】
　例えば、図１２に示すように、表示処理部３２２１は、管理サーバ装置ＳＶを介して複
数のセンサ装置ＳＵそれぞれからイベント通報通信信号によって監視情報の通報を受信し
ている場合、これら複数の監視情報それぞれに基づく複数の監視情報画面５２ａを、セン
サＩＤに基づいてセンサ装置ＳＵごとにグループ化し、これら複数の監視情報画面５２ａ
をグループＧｒごとに連結してさらに各グループＧｒを連結してプレーンＰＬｂを形成し
、表示画面記憶部３３１に記憶し、ＴＡ入力部３５で受け付けた前記切換指示（上述の例
では「フリック」）に応じて、グループＧｒごとに順次にＴＡ表示部３６に表示しても良
い。そして、好ましくは、各グループＧｒ内において、複数の監視情報画面５２ａは、時
系列で連結される。これによれば、複数の監視情報をセンサ装置ＳＵごとに順次にＴＡ表
示部３６に表示するので、センサ装置ＳＵで監視されている被監視者Ｏｂごとに監視情報
を参照できる。
【００９９】
　図１２に示す例では、複数の監視情報画面５２ａ－Ｔ１ｋ、・・・、５２ａ－Ｔ１４～
５２ａ－Ｔ１０を備えて構成され表示画面記憶部３３１に記憶されるプレーンＰＬｂは、
第１センサ装置ＳＵ－１から管理サーバ装置ＳＶを介して通報された複数のイベント通報
通信信号にかかる複数の監視情報画面５２ａ－Ｔ１ｋ、・・・、５２ａ－Ｔ１２、５２ａ
－Ｔ１０を備えて構成される第１グループＧｒ１と、第２センサ装置ＳＵ－２から管理サ
ーバ装置ＳＶを介して通報された複数のイベント通報通信信号にかかる複数の監視情報画
面５２ａ－Ｔ１３、５２ａ－Ｔ１１を備えて構成される第２グループＧｒ２と、第３セン
サ装置ＳＵ－３から管理サーバ装置ＳＶを介して通報されたイベント通報通信信号にかか
る監視情報画面５２ａ－Ｔ１４を備えて構成される第３グループＧｒ３とを互いに前記所
定の序列（例えばセンサ装置ＳＵに予め割り当てられた番号順等）で連結して形成されて
いる。そして、各グループＧｒ１～Ｇｒ３内それぞれでは、監視情報画面５２ａは、時系
列で互いに連結されている。なお、過去＜時刻Ｔ１ｋ＜・・・＜時刻Ｔ１４＜時刻Ｔ１３
＜時刻Ｔ１２＜時刻Ｔ１１＜時刻Ｔ１０＜現在の時系列である。そして、表示処理部３２
２１は、ＴＡ通信ＩＦ部３１を介してイベント通報通信信号の通報を新たに受信した場合
、ＴＡ表示部３６に表示されている既存の表示内容を維持し、この既存の表示内容に前記
新着監視情報表示５３２をさらに表示する。図１２に示す例では、第１センサ装置ＳＵ－
１における過去の時刻Ｔ１２にかかる監視情報画面５２ａ－Ｔ１２がＴＡ表示部３６に表
示されている際に、第１センサ装置ＳＵ－１から管理サーバ装置ＳＶを介してイベント通
報通信信号が新たに受信されると、表示処理部３２２１は、この新たに受信したイベント
通報通信信号にかかる最新の監視情報画面５２ａ－Ｔ１０を、第１グループＧｒ１内で、
センサ装置ＳＵ－１にかかる既存の監視情報画面５２ａ－Ｔ１ｋ、・・・、５２ａ－Ｔ１
２に対し時系列で連結してプレーンＰＬｂを形成し、表示画面記憶部３３１に記憶し、既
存表示の監視情報画面５２ａ－Ｔ１２の表示を維持し、そして、この監視情報画面５２ａ
－Ｔ１２に前記新着監視情報表示５３２をさらに表示する。
【０１００】
　また例えば、図１３に示すように、表示処理部３２２１は、管理サーバ装置ＳＶを介し
て複数のイベント通報通信信号によって複数の監視情報の通報を受信している場合、これ
ら複数の監視情報それぞれに基づく複数の監視情報画面５２ａを、前記所定の行動の種別
に応じて予め設定された重要度ごとにグループ化し、これら複数の監視情報画面５２ａを
グループＧｒごとに連結してさらに各グループＧｒを連結してプレーンＰＬｂを形成し、
表示画面記憶部３３１に記憶し、ＴＡ入力部３５で受け付けた前記切換指示（上述の例で
は「フリック」）に応じて、グループＧｒごとに順次にＴＡ表示部３６に表示しても良い
。そして、好ましくは、各グループＧｒ内において、複数の監視情報画面５２ａは、時系
列で連結される。前記重要度は、監視情報の重要性を表す指標であり、上述のように、前
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記所定の行動の種別に応じて予め設定される。この行動の種別と重要度の値との対応関係
は、例えば、管理サーバ装置ＳＶのＳＶ記憶部２３に予め記憶され、ログインの際に、管
理サーバ装置ＳＶから携帯端末装置ＴＡへ送信され、予め携帯端末装置ＴＡのＴＡ記憶部
３３に記憶される。この対応関係は、一例では、転倒および転落それぞれに最重要の重要
度１を設定し、離床に、重要度１の次に重要な重要度２を設定し、そして、起床に、重要
度２の次に重要な重要度３を設定することで、構成される（最重要；重要度１＞重要度２
＞重要度３）。これによれば、複数の監視情報を重要度ごとに順次にＴＡ表示部３６に表
示するので、重要度ごとに監視情報を参照できる。
【０１０１】
　図１３に示す例では、複数の監視情報画面５２ａ－Ｔ２ｋ、・・・、５２ａ－Ｔ２４～
５２ａ－Ｔ２０を備えて構成され表示画面記憶部３３１に記憶されるプレーンＰＬｃは、
センサ装置ＳＵから管理サーバ装置ＳＶを介して通報された複数のイベント通報通信信号
にかかる重要度１の複数の監視情報画面５２ａ－Ｔ２ｋ、・・・、５２ａ－Ｔ２２、５２
ａ－Ｔ２０を備えて構成される第１グループＧｒ１１と、センサ装置ＳＵから管理サーバ
装置ＳＶを介して通報された複数のイベント通報通信信号にかかる重要度２の複数の監視
情報画面５２ａ－Ｔ２３、５２ａ－Ｔ２１を備えて構成される第２グループＧｒ１２と、
センサ装置ＳＵから管理サーバ装置ＳＶを介して通報されたイベント通報通信信号にかか
る重要度３の監視情報画面５２ａ－Ｔ２４を備えて構成される第３グループＧｒ１３とを
互いに前記所定の序列（例えば重要度順等）で連結して形成されている。そして、各グル
ープＧｒ１１～Ｇｒ１３内それぞれでは、監視情報画面５２ａは、時系列で互いに連結さ
れている。なお、過去＜時刻Ｔ２ｋ＜・・・＜時刻Ｔ２４＜時刻Ｔ２３＜時刻Ｔ２２＜時
刻Ｔ２１＜時刻Ｔ２０＜現在の時系列である。そして、表示処理部３２２１は、ＴＡ通信
ＩＦ部３１を介してイベント通報通信信号の通報を新たに受信した場合、ＴＡ表示部３６
に表示されている既存の表示内容を維持し、この既存の表示内容に前記新着監視情報表示
５３２をさらに表示する。図１３に示す例では、重要度１における過去の時刻Ｔ２２にか
かる監視情報画面５２ａ－Ｔ２２がＴＡ表示部３６に表示されている際に、センサ装置Ｓ
Ｕから管理サーバ装置ＳＶを介してイベント通報通信信号が新たに受信されると、表示処
理部３２２１は、この新たに受信したイベント通報通信信号にかかる重要度１の最新の監
視情報画面５２ａ－Ｔ２０を、第１グループＧｒ１１内で、重要度１にかかる既存の監視
情報画面５２ａ－Ｔ２ｋ、・・・、５２ａ－Ｔ２２に対し時系列で連結してプレーンＰＬ
ｃを形成し、表示画面記憶部３３１に記憶し、既存表示の監視情報画面５２ａ－Ｔ２２の
表示を維持し、そして、この監視情報画面５２ａ－Ｔ２２に前記新着監視情報表示５３２
をさらに表示する。
【０１０２】
　また例えば、これら各グループ化が混在されても良い。例えば、複数の監視情報画面５
２ａが先ずセンサ装置ＳＵごとにグループ化され、次に、これら各グループ内それぞれに
おいて、重要度ごとにグループ化される。また例えば、複数の監視情報画面５２ａが先ず
重要度ごとにグループ化され、次に、これら各グループ内それぞれにおいて、センサ装置
ＳＵごとにグループ化される。
【０１０３】
　本明細書は、上記のように様々な態様の技術を開示しているが、そのうち主な技術を以
下に纏める。
【０１０４】
　一態様にかかる表示装置は、被監視者における所定の行動を検知して通報するセンサ装
置と、所定の情報を表示する表示装置と、前記センサ装置および前記表示装置それぞれと
通信可能に接続され、前記センサ装置で検知した検知結果の通報を前記センサ装置から受
信して前記表示装置へ前記検知結果を通報する中央処理装置とを備える被監視者監視シス
テムの前記表示装置であって、通信を行う通信部と、表示を行う表示部と、前記表示部に
表示されている表示内容を切り換える切換指示入力を受け付ける入力部と、前記中央処理
装置から通報された前記検知結果を前記表示部に表示する表示処理部とを備え、前記表示
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処理部は、前記通信部を介して前記検知結果の通報を新たに受信した場合、前記表示部に
表示されている既存の表示内容を維持し、前記新たに受信した前記検知結果の存在を表す
符号を前記表示部にさらに表示し、前記入力部で前記切換指示入力を受け付けた場合に、
前記新たに受信した前記検知結果を前記表示部に表示する。好ましくは、上述の表示装置
において、前記表示処理部は、前記通信部を介して前記検知結果の通報を新たに受信した
場合、前記表示部に表示されている既存の表示内容を維持し、前記新たに受信した前記検
知結果の存在を表す符号を前記表示部にさらに表示し、前記入力部で前記切換指示入力を
受け付けた場合に、前記既存の表示内容から前記新たに受信した前記検知結果の間におけ
る全ての検知結果を表示した後に、前記新たに受信した前記検知結果を前記表示部に表示
する。
【０１０５】
　このような表示装置は、センサ装置が被監視者における所定の行動を検知すると、セン
サ装置から中央処理装置を介して検知結果の通報を新たに受信する。この際に、表示処理
部は、表示部に表示されている既存の表示内容を維持し、前記新たに受信した前記検知結
果の存在を表す符号を前記表示部にさらに表示し、入力部で切換指示入力を受け付けた場
合に前記新たに受信した検知結果を前記表示部に表示する。したがって、既存の表示内容
が前記新たに受信した検知結果に対し優先的に表示部に表示されるので、上記表示装置は
、既通知にかかる患者等に対する対応（対処、応対）をより確実に促すことができる。ま
た、このように既存の表示内容が維持されても、前記新たに受信した前記検知結果の存在
を表す符号が前記表示部にさらに表示されるので、例えば監視者等のユーザは、前記新た
に受信した前記検知結果の存在を認識できる。
【０１０６】
　他の一態様では、これら上述の表示装置において、前記入力部は、前記被監視者に対し
実際に対応する意思がある旨を示す監視者の対応意思入力をさらに受け付け、前記表示処
理部は、前記入力部で前記対応意思入力を受け付けた場合に、前記対応意思を受け付けた
被監視者の検知結果を前記表示部に表示しない。
【０１０７】
　被監視者監視システムでは、被監視者に所定の状況が生じた場合に監視者に被監視者に
対する対応（対処、応対）を促すことを１つの目的として、被監視者における所定の行動
が検知および通報され、その表示が実行されている。上記表示装置では、入力部で対応意
思入力を受け付けた場合に、前記目的の達成によって表示の必要のない、前記対応意思入
力を受け付けた被監視者の検知結果を表示部に表示しないようにできる。
【０１０８】
　他の一態様では、これら上述の表示装置において、前記入力部は、前記被監視者に対し
実際に対応する意思がある旨の対応意思入力をさらに受け付け、前記表示処理部は、前記
入力部で前記対応意思入力を受け付けた場合に、前記被監視者に対し前記対応意思入力を
受け付けた旨を通知するための対応通知通信信号を前記通信部から前記中央処理装置へ送
信し、対応意思を受け付けた被監視者の検知結果を表示させないための対応不要通知通信
信号を受信した場合に、前記受信した対応不要通知通信信号にかかる被監視者の検知結果
を前記表示部に表示しない。
【０１０９】
　このような表示装置は、対応通知通信信号を送信し、対応不要通知通信信号を受信する
ので、複数の表示装置のうちの少なくともいずれかにおける入力部で対応意思入力を受け
付けると、前記複数の表示装置全てで、前記目的の達成によって表示の必要のない、前記
対応意思入力を受け付けた被監視者の検知結果を表示部に表示しないようにでき、このよ
うな検知結果の非表示に関し、前記複数の表示装置を連携（同期）できる。
【０１１０】
　他の一態様では、これら上述の表示装置において、前記表示部および前記入力部は、タ
ッチパネルを構成し、前記切換指示入力は、前記タッチパネルに対し一方方向に沿って行
われる第１フリックおよび前記タッチパネルに対し前記一方方向の逆方向である他方方向
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（前記一方方向に対向する他方方向）に沿って行われる第２フリックであり、前記表示処
理部は、前記タッチパネルに対し前記第１フリックが行われた場合に、前記表示部に表示
される前記検知結果を古い方から新しい方へ向かう順方向で切り換えて前記表示部に表示
し、前記タッチパネルに対し前記第２フリックが行われた場合に、前記表示部に表示され
る前記検知結果を前記新しい方から前記古い方へ向かう逆方向で切り換えて前記表示部に
表示する。
【０１１１】
　このような表示装置は、いわゆるフリック操作で、複数の検知結果を古い方から新しい
方へ向かう順方向または新しい方から古い方へ向かう逆方向で順次に表示部に表示できる
。
【０１１２】
　他の一態様では、これら上述の表示装置において、前記表示処理部は、前記中央処理装
置を介して複数のセンサ装置それぞれから前記検知結果の通報を受信し、前記複数の検知
結果をセンサ装置ごとにグループ化し、前記複数の検知結果をグループごとに順次に前記
表示部に表示する。
【０１１３】
　このような表示装置は、複数の検知結果をセンサ装置ごとに順次に表示部に表示するの
で、センサ装置で監視されている被監視者ごとに検知結果を参照できる。
【０１１４】
　他の一態様では、これら上述の表示装置において、前記表示処理部は、前記中央処理装
置を介して複数の検知結果の通報を受信し、前記複数の検知結果を、前記所定の行動の種
別に応じて予め設定された重要度ごとにグループ化し、前記複数の検知結果をグループご
とに順次に前記表示部に表示する。
【０１１５】
　このような表示装置は、複数の検知結果を重要度ごとに順次に表示部に表示するので、
重要度ごとに検知結果を参照できる。
【０１１６】
　他の一態様にかかる表示方法は、被監視者における所定の行動を検知して通報するセン
サ装置と、所定の情報を表示する表示装置と、前記センサ装置および前記表示装置それぞ
れと通信可能に接続され、前記センサ装置で検知した検知結果の通報を前記センサ装置か
ら受信して前記表示装置へ前記検知結果を通報する中央処理装置とを備える被監視者監視
システムの表示方法であって、通信部で通信を行う通信工程と、表示部に表示を行う表示
工程と、前記表示部に表示されている表示内容を切り換える切換指示入力を入力部で受け
付ける入力工程と、前記中央処理装置から通報された前記検知結果を前記表示部に表示す
る表示処理工程とを備え、前記表示処理工程は、前記通信部を介して前記検知結果の通報
を新たに受信した場合、前記表示部に表示されている既存の表示内容を維持し、前記新た
に受信した前記検知結果の存在を表す符号を前記表示部にさらに表示し、前記入力部で前
記切換指示入力を受け付けた場合に、前記新たに受信した前記検知結果を前記表示部に表
示する。
【０１１７】
　このような表示方法は、センサ装置が被監視者における所定の行動を検知すると、セン
サ装置から中央処理装置を介して検知結果の通報を新たに受信する。この際に、表示処理
工程は、表示部に表示されている既存の表示内容を維持し、前記新たに受信した前記検知
結果の存在を表す符号を前記表示部にさらに表示し、入力部で切換指示入力を受け付けた
場合に前記新たに受信した検知結果を前記表示部に表示する。したがって、既存の表示内
容が前記新たに受信した検知結果に対し優先的に表示部に表示されるので、上記表示方法
は、既通知にかかる患者等に対する対応（対処、応対）をより確実に促すことができる。
また、このように既存の表示内容が維持されても、前記新たに受信した前記検知結果の存
在を表す符号が前記表示部にさらに表示されるので、例えば監視者等のユーザは、前記新
たに受信した前記検知結果の存在を認識できる。
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【０１１８】
　他の一態様にかかる被監視者監視システムは、被監視者における所定の行動を検知して
通報するセンサ装置と、所定の情報を表示する表示装置と、前記センサ装置および前記表
示装置それぞれと通信可能に接続され、前記センサ装置で検知した検知結果の通報を前記
センサ装置から受信して前記表示装置へ前記検知結果を通報する中央処理装置とを備える
被監視者監視システムであって、前記表示装置は、これら上述のいずれかの表示装置であ
る。
【０１１９】
　このような被監視者監視システムは、これら上述のいずれかの表示装置を備えるので、
既通知にかかる患者等に対する対応（対処、応対）をより確実に促すことができる。
【０１２０】
　この出願は、２０１５年８月１０日に出願された日本国特許出願特願２０１５－１５８
１５４を基礎とするものであり、その内容は、本願に含まれるものである。
【０１２１】
　本発明を表現するために、上述において図面を参照しながら実施形態を通して本発明を
適切且つ十分に説明したが、当業者であれば上述の実施形態を変更および／または改良す
ることは容易に為し得ることであると認識すべきである。したがって、当業者が実施する
変更形態または改良形態が、請求の範囲に記載された請求項の権利範囲を離脱するレベル
のものでない限り、当該変更形態または当該改良形態は、当該請求項の権利範囲に包括さ
れると解釈される。
【産業上の利用可能性】
【０１２２】
　本発明によれば、被監視者監視システムの表示装置および表示方法ならびに被監視者監
視システムが提供できる。
【要約】
　本発明にかかる表示装置、表示方法および被監視者監視システムでは、センサ装置が被
監視者における所定の行動を検知すると、この検知結果が前記センサ装置から中央処理装
置を介して表示装置に新たに受信される。この際に、表示部に表示されている既存の表示
内容が維持され、前記新たに受信された前記検知結果の存在を表す符号が前記表示部にさ
らに表示され、入力部で切換指示入力を受け付けた場合に前記新たに受信された検知結果
が前記表示部に表示される。
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